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千
歳
市
は
、
北
海
道
内
で
人
口
が
増
え
て
い
る
数

少
な
い
ま
ち
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
人
口
増
と
産
業
の
集
積
に
よ
る
水
需

要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
拡
張
や

水
源
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
節
水
型
機

器
の
普
及
な
ど
か
ら
水
需
要
が
低
迷
し
て
お
り
、
水

道
料
金
収
入
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

水
道
局
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
安
全
で
お
い

し
い
水
」
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、
施
設
の

耐
震
化
を
始
め
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
施
設
・
水
道

管
の
更
新
、
受
水
に
よ
る
水
源
の
安
定
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、
水
道
料
金
の

引
き
上
げ
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

　

今
月
の
特
集
は
、
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
が
必
要

に
な
っ
た
理
由
、
そ
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

水
道
事
業
の
成
り
立
ち

◇
61
年
目
を
迎
え
た
水
道
事
業
◇

　

市
の
水
道
事
業
は
、
千
歳
川
の
伏
流
水
を
水
源
と
し
て
春

日
町
に
浄
水
場
を
新
設
し
、
昭
和
30
年
に
給
水
を
開
始
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
、
各
家
庭
は
井
戸
水
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
が
、

井
戸
水
は
伝
染
病
の
発
生
原
因
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

一
日
も
早
い
水
道
の
整
備
が
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
以
降
は
、
ま
ち
の
発
展
と
と
も
に
人
口
が
増
加

し
、
浄
水
能
力
が
限
界
に
近
づ
い
た
た
め
、
昭
和
42
年
に
内

別
川
を
主
水
源
と
す
る
蘭
越
浄
水
場
か
ら
給
水
を
開
始
し
て

い
ま
す
。春日浄水場

　

支
笏
湖
地
区
は
、
水
道
が
布
設
さ
れ
る
ま
で
紋
別
岳
の
中
腹

を
源
と
す
る
シ
リ
セ
ツ
ナ
イ
川
の
表
流
水
を
飲
料
水
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
保
健
衛
生
上
の
見
地
か
ら
、
水
道
の
整

備
が
求
め
ら
れ
、
昭
和
29
年
に
シ
リ
セ
ツ
ナ
イ
川
の
伏
流
水
を

水
源
と
す
る
簡
易
水
道
に
よ
り
給
水
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

◇
ま
ち
の
発
展
と
水
道
◇

　

昭
和
33
年
７
月
１
日
、
道
内
17
位
の
人
口
で
千
歳
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

市
の
積
極
的
な
企
業
誘
致
や
新
た
な
宅
地
造
成
な
ど
に
よ

り
人
口
は
順
調
に
増
加
し
、
水
道
に
つ
い
て
も
増
え
続
け
る
水

需
要
に
対
応
す
る
た
め
施
設
の
拡
張
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
水
道
の
供
給
は
、
ひ
っ
迫
し
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
加
え
て
、
北
海
道
や
市
に
よ
る
大
型
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
、
業
務
用
や
工
場
用
な
ど
で
水

需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
水
源
の
確

保
が
差
し
迫
っ
た
課
題
に
な
り
ま
し
た
。

◇
新
た
な
水
源
の
確
保
◇

　

市
は
、
水
不
足
の
解
消
を
図
る
た
め
、
平
成
５
年
に
千
歳

市
、
江
別
市
、
恵
庭
市
、
北
広
島
市
、
由
仁
町
、
長
幌
上
水

道
企
業
団
を
対
象
に
良
質
で
安
定
的
な
水
量
を
誇
る
千
歳
川

上
流
の
水
を
水
道
水
と
し
て
供
給
す
る
「
石
狩
東
部
広
域
水

道
企
業
団
」
の
広
域
水
道
事
業
の
拡
張
事
業
に
参
画
し
、
新

た
な
水
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
27
年
３
月
に
工
事
が
完
了
し
、
同
年

４
月
か
ら
受
水
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
は
、
自
己
水
源

で
あ
る
内
別
川
な
ど
の
他
、
水
道
企
業
団
が
持
つ
複
数
系
統

の
水
源
（
漁
川
・
千
歳
川
）
を
確
保
で
き
、
リ
ス
ク
分
散
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
配
水
可
能
量
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
企
業
が
事
業

拡
大
や
新
規
進
出
を
検
討
す
る
際
の
重
要
な
要
素
と
な
る

「
豊
富
で
良
質
な
水
量
の
確
保
」
が
可
能
と
な
り
、
市
の
企

業
誘
致
活
動
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
や
突
発
的
な
事
故
な
ど
に
備
え
て
、

耐
震
性
に
優
れ
た
拡
張
事
業
の
臨
空
工
業
団
地
配
水
池
を
地
域

防
災
計
画
の
緊
急
時
の
飲
料
水
貯
留
施
設
と
し
て
位
置
付
け
て

お
り
、
今
後
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
多
様
な
危
機
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

創業時の春日浄水場
ポンプ室
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水
道
事
業
経
営
の
現
状
と
今
後

◇
崩
れ
る
収
支
バ
ラ
ン
ス
◇

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
大
規
模
災
害
な
ど
に
対
す
る
危
機

管
理
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
な
ど
、
事
業
活
動
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
こ
う
し
た

状
況
は
、
市
の
水
道
事
業
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
人
口
は
、
現
在
も
増
加
が
続
い
て
お
り
、
企
業
の
新

規
進
出
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
単
身
世
帯
増
加

な
ど
、
世
帯
構
造
の
変
化
や
節
水
型
機
器
の
普
及
、
長
期
に

わ
た
る
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
水
需
要
と
と
も
に
料
金
収

入
も
緩
や
か
な
減
少
傾
向
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
15
年
前
と

比
較
し
た
年
間
の
料
金
収
入
は
、約
１
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
水
道
事
業
は
、
経
費
の
削

減
な
ど
経
営
の
効
率
化
に
努
め
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
水
源
の

受
水
開
始
に
伴
う
費
用
負
担
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
赤
字
経

営
が
継
続
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
の
水
道
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳

し
い
経
営
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

り
入
れ
る
「
取
水
」
か
ら
家
庭
や
工
場
な
ど
に
届
け
る
「
給

水
」
ま
で
の
費
用
、
水
道
メ
ー
タ
ー
や
検
針
、
料
金
収
納
に

要
す
る
費
用
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
経
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
他
に
、
施
設
を
整
備
す
る
と
き
に
借
り
た
資
金
の
返
済

や
利
息
の
支
払
い
、
施
設
の
耐
用
年
数
に
応
じ
て
分
割
し
て

費
用
に
計
上
す
る
「
減
価
償
却
費
」
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
道
料
金
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費

が
賄
え
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

◇
伸
び
悩
む
料
金
収
入
◇

　

水
道
料
金
収
入
は
、
平
成
11
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
緩

や
か
な
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
以

降
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
次
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
料
金
収
入
が

大
き
く
伸
び
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

  

① 

少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
的
要
因

　
　

現
在
、
人
口
は
増
加
を
続
け
て
い
る
が
、
少
子
高
齢
化

　
　

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
将
来
は
頭
打
ち
の
状
態
に
な
る

　
　

こ
と
が
予
測
さ
れ
る

  

② 

節
水
型
機
器
の
普
及
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

　
　

節
水
意
識
の
高
ま
り
、
節
水
型
ト
イ
レ

　
　

や
洗
濯
機
な
ど
の
普
及
、
風
呂
離
れ
、

　
　

外
食
の
増
加
な
ど
生
活
習
慣
の
変
化

  

③ 

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と
企
業
の
環
境
活
動

　
　

景
気
の
不
安
定
、
企
業
の
経
費
節
減
・
節
水
の
取
り
組
み
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収
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収
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水道料金収入 ( 税抜 )

赤字経営が継続

◇
老
朽
化
が
進
む
水
道
施
設
◇

　

水
道
施
設
は
、
24
時
間
３
６
５
日
休
む
こ
と
な
く
稼
働
し

て
お
り
、
安
定
し
て
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
定
期

的
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
は
、
ま
ち
の
発
展
と
と
も
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
中
で
も
昭
和
39
年
か
ら
造
成
を
開
始
し
た
工
業

団
地
に
は
次
々
と
企
業
が
進
出
し
た
こ
と
か
ら
、
増
加
す
る

水
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
配
水
管
の
布
設
や
浄
水
場
の
拡

張
な
ど
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
老
朽
化
対
策
を
し
な
け
れ
ば
、
漏
水
事

故
や
施
設
の
故
障
な
ど
に
よ
っ
て
断
水
が
起
こ
り
、
市
民
生
活

や
企
業
活
動
に
支
障
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
定
し
た
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、
計
画
的
な
施
設
の
更
新
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
財
源

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
求
め
ら
れ
る
災
害
に
強
い
水
道
◇

　

近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し
た
災
害
に
伴
う
水
道
の
断
水

は
、
被
災
者
の
避
難
生
活
や
医
療
活
動
に
も
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
水
道
は
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な

い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
災
害
時
で
も
給
水
を
維
持
で
き

る
施
設
・
管
路
の
耐
震
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
浄
水
場
や
配
水
池
な
ど
、
主
な
基
幹
施
設
の
耐
震

化
は
完
了
し
て
お
り
、
水
道
管
も
被
災
率
の
高
い
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
や
ね
ず
み
鋳
鉄
管
の
ほ
か
、
管
と
管
な
ど
を
つ
な
ぐ

接
着
継
ぎ
手
の
塩
化
ビ
ニ
ル
管
も
更
新
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
全
て
の
水
道
管
の
耐
震
化

を
目
指
し
て
、
老
朽
度
と
重
要
度
の
高
い
管
か
ら
優
先
的
に

更
新
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
膨
大
な
事
業
費
と
長
い
期
間
を

要
す
る
た
め
、
耐
震
化
の
進
捗
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
震
災
の
発
生
時
に
は
、
応
急
給
水
所
の

設
置
に
よ
り
給
水
が
可
能
に
な
る
よ
う
、
災
害
時
応
急
給
水

管
路
の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

◇
水
道
事
業
を
支
え
る
水
道
料
金
◇

　

水
道
事
業
は
、
市
が
公
営
企
業
と
し
て
経
営
し
て
お
り
、

必
要
と
な
る
経
費
の
大
部
分
は
、
水
道
を
利
用
し
て
い
る
皆

さ
ん
の
「
水
道
料
金
」
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
の
供
給
に
は
、
水
源
と
な
る
河
川
な
ど
の
水
を
取
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◇
道
内
市
の
中
で
も
安
い
市
の
水
道
料
金
◇

　

市
の
水
道
料
金
は
、
消
費
税
率
の
改
正
を
除
き
、
平
成
８

年
か
ら
20
年
間
、
値
上
げ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
職
員
数
の
削
減
や
業
務
委
託
な
ど
に
よ
り
経

営
効
率
を
高
め
、
黒
字
経
営
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
家
庭
用
と
し
て
１
カ
月
に
水
道
を
20
㎥

（
一
般
家
庭
が
１
カ
月
使
用
す
る
平
均
的
な
水
道
の
使
用
量
）

使
用
し
た
と
き
、
千
歳
市
と
道
内
34
市
の
料
金
を
比
較
し
た

も
の
で
す
。

　

市
の
水
道
料
金
は
、
現
在
、
道
内
35
市
中
、
低
い
方
か
ら

２
番
目
で
す
が
、
下
水
道
使
用
料
を
併
せ
る
と
千
歳
市
が
最

も
低
い
料
金
体
系
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
料
金
改
定
に
よ
っ
て
、
そ
の
順
位
は
下
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
下
水
道
使
用
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
で
、
低

い
水
準
を
維
持
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
限
界
に
き
た
経
費
の
節
減
◇

　

老
朽
化
し
た
水
道
施
設
を
維
持
管
理
す
る
に
は
、
多
額
の

費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

水
道
局
で
は
、
効
率
的
な
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、
経
費

の
節
減
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、「
水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
の
組
織
統
合
」、「
料

金
徴
収
業
務
な
ど
の
民
間
委
託
」
な
ど
に
よ
り
職
員
を
43
人
か

ら
23
人
に
削
減
す
る
な
ど
、
平
成
12
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

15
年
間
で
約
22
億
４
０
０
０
万
円
の
節
減
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

料
金
収
入
の
大
幅
な
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
中
に
あ
っ

て
、
今
後
も
安
定
し
た
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
経
費
の
節
減
だ
け
で
は
、
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

※道内他市の水道料金は、平成 28 年５月 1日現在。

道内他市との水道料金 20㎥あたりの比較（税込）

◇
保
有
資
金
の
取
り
崩
し
に
も
限
界
が
…
◇

　

現
状
の
料
金
体
系
で
は
、
支
出
が
収
入
を
上
回
る
、
い
わ

ゆ
る
赤
字
経
営
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

当
面
は
、
赤
字
に
備
え
て
積
み
立
て
て
い
た
「
利
益
積
立

金
」
を
使
っ
て
穴
埋
め
で
き
ま
す
が
、
こ
の
積
立
金
も
、
す

ぐ
に
使
い
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
年
々
、
赤
字

が
累
積
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
こ
と
で
、
事
業
運
営
の
資
金
も

底
を
つ
い
て
し
ま
い
、
借
入
金
の
返
済
や
緊
急
時
の
施
設
修

繕
な
ど
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給

が
困
難
に
な
り
、
水
道
事
業
そ
の
も
の
の
運
営
が
立
ち
行
か

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

平成 12 年度～ 26 年度の
15 年間で

約 22 億 4,000 万円
節減

※平成 26 年度までは決算額、以降は見込額。
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水
道
料
金
改
定
（
引
き
上
げ
）
の
検
討
内
容

◇
料
金
改
定
の
実
施
日
お
よ
び
平
均
改
定
率
（
案
）

　

現
時
点
で
検
討
し
て
い
る
水
道
料
金
改
定
（
引
き
上
げ
）

の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
料
金
改
定
の
考
え
方
◇

  

① 

市
民
生
活
や
企
業
活
動
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
、
急

　
　

激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、
段
階
的
な
改
定
を
行

　
　

い
ま
す
。

  

② 

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
企
業
債
に
よ
る
借
入
や
一
般

　
　

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
改
定
率
を
で
き

　
　

る
限
り
抑
制
し
ま
す
。

  

③ 

水
道
事
業
会
計
で
保
有
す
る
資
金
を
活
用
し
、
改
定
時

　
　

期
を
で
き
る
限
り
遅
ら
せ
ま
す
。

  

④ 

負
担
軽
減
措
置
と
し
て
、
下
水
道
使
用
料
の
引
き
下
げ

　
　

を
検
討
し
ま
す
。

  

⑤ 

支
笏
湖
温
泉
地
区
の
簡
易
水
道
料
金
は
、
上
水
道
料
金

　
　

を
上
回
っ
て
い
る
た
め
料
金
を
据
え
置
き
ま
す
が
、
上

　
　

水
道
料
金
が
簡
易
水
道
料
金
を
上
回
る
と
き
は
、
料
金

　
　

を
統
一
し
ま
す
。

◇
料
金
体
系
の
見
直
し
◇

  

① 

料
金
体
系
は
、
一
般
用
や
浴
場
用
な
ど
、
用
途
に
よ
り

　
　

基
本
料
金
を
定
め
る
「
用
途
別
料
金
制
」
か
ら
、
水
道

　
　

管
に
対
応
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
の
口
径
で
基
本
料
金
を

　
　

定
め
る
「
口
径
別
料
金
制
」
へ
の
移
行
を
検
討
し
ま
す
。

  

※ 

水
道
管
は
、
口
径
が
大
き
い
ほ
ど
設
備
投
資
額
や
維
持

　
　

管
理
費
が
増
え
る
た
め
、
負
担
の
公
平
性
と
い
っ
た
観

　
　

点
か
ら
、
見
直
し
を
検
討
す
る
も
の
で
す
。

  

② 

使
用
水
量
が
多
く
な
る
ほ
ど
従
量
料
金
の
単
価
が
高
く

　
　

な
る
「
逓
増
制
」
の
廃
止
を
検
討
し
ま
す
。

  

※ 

「
逓
増
制
」
は
、
水
道
を
大
量
に
使
用
す
る
事
業
者
な

　
　

ど
に
は
高
く
、
家
庭
用
な
ど
の
少
量
使
用
者
に
は
安
価

　
　

な
料
金
体
系
を
設
定
し
て
水
の
合
理
的
な
利
用
を
促
し
、

　
　

急
増
す
る
水
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
導

　
　

入
し
ま
し
た
が
、
水
源
の
確
保
に
よ
り
、
水
不
足
の
心

　
　

配
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
負
担
の
公
平
性
と
い
っ
た
観

　
　

点
か
ら
、
廃
止
を
検
討
す
る
も
の
で
す
。

  

③ 

「
基
本
水
量
制
」
と
「
基
本
料
金
」
の
あ
り
方
を
検
討

　
　

し
ま
す
。

  

※ 

す
べ
て
の
家
庭
に
最
低
限
の
生
活
用
水
を
確
保
す
る
と

　
　

い
う
考
え
に
基
づ
き
、
１
カ
月
８
㎥
の
基
本
水
量
を
基

　
　

本
料
金
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

近
年
、
１
カ
月
の
使
用
水
量
が
８
㎥
以
下
の
世
帯
が
増

　
　

加
傾
向
に
あ
り
、
改
め
て
「
基
本
水
量
」
と
「
基
本
料

　
　

金
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
す
。

◇
改
定
案
に
基
づ
く
料
金
の
試
算
◇

　

一
般
家
庭
（
メ
ー
タ
ー
口
径
20
㎜
以
下
）
が
１
カ
月
に
20

㎥
の
水
道
を
使
用
し
た
と
き
、
改
定
前
と
改
定
後
の
料
金
比

較
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
こ
の
改
定
（
案
）
は
、現
行
の
料
金
に
平
均
改
定
率
（
案
）  

　

を
乗
じ
て
試
算
し
た
目
安
で
あ
り
、
決
定
し
た
も
の
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

◇
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
◇

　

現
時
点
で
検
討
し
て
い
る
水
道
料
金
改
定
（
引
き
上
げ
）

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

① 

現
在
～
10
月　
　
　
　
　

新
た
な
料
金
体
系
の
検
討

  

② 

11
月
～
平
成
29
年
３
月　

公
営
企
業
経
営
審
議
会
で
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
改
定
案
を
審
議

  

③ 

平
成
29
年
４
月　
　
　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
、
市
民
説
明
会
の
開
催

  

④ 

平
成
29
年
６
月
～
10
月　

市
議
会
で
の
条
例
改
正
手
続

  

⑤ 

平
成
30
年
４
月
１
日
～　

新
料
金
実
施
（
５
月
検
針
分
か
ら
）

※
水
道
料
金
の
改
定
は
、
市
議
会
で
の
条
例
改
正
が
必
要
に

　

な
り
ま
す
。

千
歳
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

◇
い
つ
ま
で
も
安
全
で
お
い
し
い
水
を
お
届
け
で
き
る

　
水
道
で
あ
り
つ
づ
け
る
た
め
に
◇

　

水
道
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
経
営
も
一
段
と

厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
将
来
を

見
据
え
て
、計
画
的
に
事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
局
で
は
、
水
道
事
業
の
現
状
と
将
来
の
見
通
し
を
分

析
・
評
価
し
た
上
で
、
基
本
理
念
と
目
指
す
べ
き
理
想
像
を

掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
今
後
10
年
間
の
水
道
事
業
の
具

体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
ま
と
め
た
、「
千
歳
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
６
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
の
水
道
事
業
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
信
頼
さ
れ
る
水
道
で
あ
り
続
け
る
た
め
、「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
着
実
に
遂
行
し
て
、
い
つ
で
も
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安

定
的
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
【
基
本
理
念
】
お
届
け
し
ま
す
お
い
し
い
水
を
、
や
さ
し
く

　
　
　
　
　
　

 

返
し
ま
す
自
然
と
未
来
へ

　
【
理
想
像
】

　
　
「
持
続
」　

将
来
に
わ
た
り
持
続
す
る
水
道

　
　
「
安
全
」　

安
全
で
信
頼
さ
れ
る
水
道

　
　
「
強
靱
」　

災
害
に
強
い
水
道

この記事のお問い合わせは、
　水道局総務課主査 (経営企画担当）
　　　　　(24) ３２５２（直通）

公営企業経営審議会の様子

２
回
目
改
定

１
回
目
改
定

現
行
の
料
金

３
５
９
２
円

３
０
８
４
円

２
５
９
２
円

＋
１
０
０
０
円

＋　

４
９
２
円

現
行
と
の
比
較

現
行
料
金
か
ら
の
引
き
上
げ
率

２
回
目

１
回
目

実
施
日

平
成
34
年
４
月
１
日

平
成
30
年
４
月
１
日

38
・
64
％

16
・
50
％

19
・
00
％

平
均
改
定
率

（税込）
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焦点
近
年
、
女
性
の
社
会
進
出
と
と
も
に
初
婚
年
齢
や
出
産
年
齢
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
10
年
の
平
均
初
婚
年
齢
は
男
性
28･

６
歳
、
女
性
26･

７
歳
に
対
し
、

平
成
23
年
で
は
男
性
30･

７
歳
、
女
性
29･

０
歳
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
と
も
に
２
歳
以
上
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

30
代
前
半
か
ら
出
産
・
子
育
て
を
選
択
す
る
カ
ッ
プ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
叶
わ
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
月
の
焦
点
は
、
不
妊
症
や
市
が
実
施
す
る
不
妊
治
療
費
助
成
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

不妊治療の一般的な流れ

ＳＴＥＰ２

■人工授精
排卵日に人工的に子
宮内や卵管内に精
子を送り込む方法

不
妊
治
療
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

不
妊
症
と
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
健

康
な
夫
婦
が
通
常
の
性
生
活
を
営
ん
で
１

年
以
上
妊
娠
し
な
い
状
態
と
言
わ
れ
て
お

り
、
原
因
は
女
性
の
み
で
は
な
く
、
男
性

に
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
医
学
的
に
女
性
の
妊
娠
、
出
産
に
適
し

た
年
齢
は
、
20
歳
か
ら
35
歳
く
ら
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
が
高
く
な
る
こ

と
に
伴
い
、
妊
娠
・
出
産
率
は
低
下
し
、

不
妊
に
悩
む
方
が
増
加
す
る
傾
向
（
表
１

参
照
）
に
あ
り
、
夫
婦
の
６
組
に
１
組
が

不
妊
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
千
歳
市
で
は
、
35
歳
以
上
の
方
の
妊
娠

届
出
率
が
平
成
16
年
度
か
ら
26
年
度
の

10
年
間
で
約
10
％
上
昇
し
て
い
ま
す
（
表

２
参
照
）。

　
35
歳
を
過
ぎ
た
方
で
通
常
の
性
生
活
を

営
ん
で
半
年
間
、
妊
娠
の
兆
候
が
な
け
れ

ば
、
医
療
機
関
の
受
診
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

　

表２：千歳市の妊娠届出時の 35歳以上の方の割合

16

26 21.1

11.4

年度

％

表１：年齢からみた妊娠 ･出産率

妊娠率

出産率

26 30 35 40 45
年齢

10

30

50

70

治療のステップアップ
を急ぐのが良い

できるだけ早く生殖補助
医療（体外受精・顕微授精）
に入るのが良い

出展：北海道保健福祉部「Welcome Babies　パパとママに
　　　なりたいふたりのためのサポートブック」より

一般不妊治療

ＳＴＥＰ３

■体外受精
シャーレ内で卵子と多数の精子
を共存させて受精を待つ方法
■顕微授精
１個の精子を選択して直接卵
子に注入して受精させる方法

特定不妊治療ＳＴＥＰ１

■タイミング法
妊娠しやすい時期を予
測し、性生活のタイミ
ングを指導する方法

※不妊治療の費用は、一般不妊治療で約１～３万円、特定不妊治療で
　約 30～ 50万円。（費用は、検査項目・内容により異なります）

「
不
妊
症
と
は
」

10 年で
約 10％上昇

％
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対象者
特定不妊治療（体外受精・顕微授精）を行った方で、北海道
特定不妊治療費助成事業（詳細は、千歳保健所（23-3175）
にお問い合わせください。）の決定を受けた方

対象治療 体外受精および顕微授精の治療

助成額 １回の治療につき、上限額 50,000 円
※治療を中止したときは上限 25,000 円。

助成回数 初回 40歳未満の場合…通算６回
初回 43歳未満の場合…通算３回

助成期間 制限なし

一般不妊治療（人工授精）

特定不妊治療（体外受精・顕微授精）

対象者 医師の診断により、一般不妊治療（人工授精）を行った方
対象治療 人工授精に係る保険適用外治療

助成額 人工授精に係る保健適用外治療は、1年度（4月～ 3月）あ
たり 30,000 円を上限に助成

助成回数 制限なし
助成期間 ２年間

　市では、平成 27年度から特定不妊治療（体外受精・顕微授精）
費用の一部助成、平成 28年度から一般不妊治療（人工授精）費用
の一部助成をしています。

・夫婦ともに千歳市内に住民登録がある方
・治療開始時の妻の年齢が 43歳未満の方
・市税の滞納がなく、夫婦合算した年間所得が７３０万円未満の方

【対象】

不妊治療にかかる費用の一部助成について

・次の書類を母子保健課に提出してください
①不妊治療費助成事業申請書、②一般不妊治療費助成事業受診等証明書、
③不妊治療に要した費用が分かる領収書、④夫婦の所得証明書、⑤市税の滞納がないことの証明書、
※この他、印鑑、通帳またはキャッシュカードを持参ください。	
※①②の書式は、母子保健課または市のホームページから入手できます。
※⑤は母子保健課から税務課に照会して確認できます。	

【申請方法】

治療が終了した年度の 3月 31日まで
※特定不妊治療は、原則１回の治療が
　終了した日の翌日から 60日以内に
　申請してください。

【申請期間】

＜記事のお問い合わせは＞

母子保健課
母子保健係

（24）０７７１

※申請書類のうち②③④は母子保健課から北海道に照会して確認できます。
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くらし

トピック 低所得者に対する介護保険料の減免について
本庁舎
１階９番

くらし

高齢者支援課介護保険係　　(24) ０２９７

【
対
象
】
介
護
保
険
料
が
第
２
段
階
か

ら
第
５
段
階
で
、
次
の
①
～
⑤
全
て
の

条
件
に
あ
て
は
ま
る
方

①
世
帯
全
員
の
前
年
の
年
間
収
入
が
、

単
身
世
帯
で
１
０
０
万
円
以
下
、
２
人

世
帯
で
１
５
０
万
円
以
下
、
３
人
世
帯

で
２
０
０
万
円
以
下
、
４
人
世
帯
で

２
５
０
万
円
以
下
（
５
人
以
上
は
、
世

帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を

加
算
し
た
額
）

②
扶
養
義
務
者
に
よ
る
税
や
医
療
の
扶

養
を
受
け
て
い
な
い

③
世
帯
全
員
の
現
金
、
預
貯
金
、
国
債･

地
方
債
の
合
計
が
３
５
０
万
円
以
下
で

あ
る

④
世
帯
全
員
が
証
券
や
株
式
な
ど
を
保

有
し
て
い
な
い

⑤
世
帯
全
員
が
自
己
居
住
用
以
外
に
不

動
産
（
農
地
を
除
く
）
を
所
有
し
て
い

な
い

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】▼
申
請
書（
高

齢
者
支
援
課
で
配
布
）
▼
介
護
保
険
被

保
険
者
証
か
納
付
通
知
書
▼
平
成
27
年

分
の
収
入
合
計
額
が
分
か
る
書
類
▼
健

康
保
険
証
▼
印
鑑
▼
預
貯
金
通
帳
（
写

し
可
）
▼
そ
の
他
、
対
象
者
の
①
～
⑤

の
条
件
を
証
明
す
る
書
類

【
減
免
額
】
第
１
段
階
の
保
険
料
ま
で
減
額

【
減
免
期
間
】
申
請
し
た
日
が
含
ま
れ

た
年
度
内
（
３
月
31
日
ま
で
）

 【千歳市の介護保険料】
段
階 対象者 年額保険料

１

生活保護の受給者または老齢福祉年
金の受給者で世帯全員が市民税非課
税の方

25,380円
世帯全員が市民税非課税で、本人の
合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円以下の方

２
世帯全員が市民税非課税で､本人の
合計所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円を超え120万円以下の方

39,480円

３
世帯全員が市民税非課税で､本人の
合計所得金額と課税年金収入額の合
計が120万円を超える方

42,300円

４
本人が市民税非課税で､世帯に市民税
課税者がいて､公的年金等収入と合計
所得金額の合計が80万円以下の方

50,760円

５
本人が市民税非課税で､世帯に市民税
課税者がいて､公的年金等収入と合計
所得金額の合計が80万円を超える方

56,400円

６本人に市民税が課税されていて､合計
所得金額が120万円未満の方 67,680円

７本人に市民税が課税されていて､合計所
得金額が120万円以上190万円未満の方 73,320円

８本人に市民税が課税されていて､合計所
得金額が190万円以上290万円未満の方 84,600円

９本人に市民税が課税されていて､合計
所得金額が290万円以上の方 95,880円

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
を

支
給
し
ま
す

高
齢
者
支
援
課

高
齢
福
祉
係

障
が
い
者
支
援
課

障
が
い
福
祉
係

本庁舎１階
８番 ､９番

くらし

(24)
０
２
９
５


(24)
０
３
２
７



戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す

福
祉
課
総
務
係

本庁舎
１階９番

(24)
０
２
９
２

くらし
【
と
き
】
７
月
27
日
（水）　

11
時
～

【
と
こ
ろ
】
青
葉
公
園
内　

｢

恒
久

平
和
祈
念
の
碑｣

の
前

※
荒
天
時
は
、
千
歳
小
の
体
育
館

で
実
施
し
ま
す
。

※
年
間
収
入
と
は
、「
勤
労
、
農
業
、

事
業
（
自
営
）、
恩
給
・
年
金
・
失
業

給
付
、
父
母
や
子
、
兄
弟
姉
妹
な
ど

の
扶
養
義
務
者
か
ら
の
仕
送
り
ま
た

は
贈
与
」
な
ど
の
収
入
で
す
。

　高齢の方（担当：高齢者支援課）
◎７月１日現在､市内に引き続き６カ月以上住民登録があり､市民
　税が非課税の満75歳以上の方 100枚

　障がいのある方（担当：障がい者支援課）
◎７月１日現在､市内に引き続き６カ月以上住民登録があり､市民税が非課税で
　次の①～⑤のいずれかにあてはまる方（①～④は障害者手帳をお持ちの方）
①身体障害者手帳１～２級の方、または療育手帳Ａ判定の方 200枚②人工透析を受けている方のうち、身体障害者手帳をお持ちの方
③身体障害者手帳または療育手帳をお持ちで､①か②に該当しない方

100枚④精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
⑤人工透析を受けている方のうち、身体障害者手帳をお持ちでない方

　

あ
ら
か
じ
め
市
の
指
定
を
受
け

た
市
内
の
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
公
衆

浴
場
、
温
泉
、
理
容
、
美
容
、
は
り
、

き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
に
利
用

で
き
る
平
成
28
年
度
分
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
券
を
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
７
月
中

旬
に
案
内
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
支
給
内
容
や
日
時
、
場
所

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
支
給
対
象
の
方
と
枚
数
】
下
の
表

の
と
お
り

※
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
は
、
１

枚
100
円
相
当
で
す
。

【
支
給
日
時
と
場
所
】
７
月
26
日
～

29
日
（
９
時
～
16
時
）
の
う
ち
、
案

内
は
が
き
で
指
定
し
た
日
と
場
所

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
各
支
所
）

で
支
給
し
ま
す

【
支
給
時
に
必
要
な
も
の
】
案
内
は

が
き
、
印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き

る
健
康
保
険
証
な
ど

※
代
理
人
が
受
け
取
る
と
き
も
、
こ

れ
ら
の
も
の
が
必
要
で
す
。

※
市
民
税
の
申
告
が
な
い
と
き
、
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
対
象
者
と
枚
数


は
、
直
通
電
話
で
す
。

内
線
表
示
が
あ
る
と
き
、
夜
間
、
土
・
日
・
祝
日
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
、
市
役
所
の
代
表

　
(24)
３
１
３
１
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せInformation

　　　　　　　　　　 ●
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【
内
容
】
夏
休
み
☆
体
験
／
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
な
ん
で
も
相
談
室
（
作
物･

土
壌･

病
害
虫
）
試
験
場
開
発
品
種

の
試
食
、
ど
ん
菓
子
製
造
実
演
な
ど

【
と
き
】
７
月
28
日
（木）　

９
時
30
分

～
14
時

【
参
加
料
】
無
料
（
予
約
不
要
）

【
詳
細
】
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

中
央
農
業
試
験
場
（
長
沼
町
東
６
線

北
15
号
）

０
１
２
３　
(89)
２
５
８
７



中
央
農
業
試
験
場
公
開
デ
ー

農
業
振
興
課

生
産
振
興
係

本庁舎
４階48番

(24)
０
６
１
２

くらし



市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

納
税
課
納
税
係

本庁舎
１階５番

(24)
０
１
６
９

くらし

【
対
象
】
平
成
28
年
度
の
市
民
税
所

得
割
額
が
補
助
限
度
額
表
に
掲
げ

る
区
分
に
該
当
す
る
世
帯
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
居
住
し
、
知
事
の
許
可
を

受
け
た
幼
稚
園
に
平
成
22
年
４
月
２

日
～
平
成
25
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児
を
通
園
さ
せ
て
い
る
方

②
市
内
に
居
住
し
、
幼
稚
園
を
活

用
し
た
子
育
て
支
援
と
し
て
の
２
歳

児
受
入
事
業
で
平
成
25
年
４
月
２
日

～
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
幼
児
を
通
園
さ
せ
て
い
る
方

【
補
助
限
度
額
】
今
年
度
納
入
す
る



幼
稚
園
の
入
園
料･

保
育

料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

教
育
委
員
会
教
育
部

企
画
総
務
課
総
務
係

教育委員会
庁舎２階

(24)
０
８
１
９

くらし
【
対
象
】
市
内
や
近
隣
市
町
の
高
校
生

【
と
き
】
７
月
27
日
（水）　

９
時
30
分

～
17
時
15
分

【
集
合
場
所
・
時
間
】
市
役
所
西
口

駐
車
場　

９
時
20
分
、
JR
千
歳
駅

南
口　

９
時
30
分

【
見
学
先
】
岩
田
醸
造
㈱
、
㈱
セ
ノ

ン
千
歳
支
社
、
日
本
血
液
製
剤
機
構

【
参
加
料
】
無
料

【
定
員
】
30
人
（
申
込
順
）

【
申
込
方
法
】
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み　

Ｅ
メ
ー
ル

shogyorodo@city.chitose.hokkaido.jp

【
申
込
期
間
】
７
月
11
日
～
22
日



自
分
ら
し
く
働
け
る
企
業
を
見
つ

け
よ
う　

職
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

商
業
労
働
課
労
政
係

本庁舎
４階44番

(24)
０
６
０
２

くらし



臨
時
窓
口
の
開
設（
通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
）

市
民
課
主
査

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
担
当
）
本庁舎
１階１番

(24)
０
２
７
１

くらし
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
た

め
、
臨
時
に
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

【
開
設
日
】
７
月
31
日
（日）　

９
時
～

16
時
30
分

入
園
料
と
保
育
料
の
一
部
（
補
助

限
度
額
30
万
８
０
０
０
円
）

※
補
助
限
度
額
は
、
各
幼
稚
園
を

通
じ
て
配
布
す
る
補
助
限
度
額
表

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】
①
保
育
料
等
減
免
措

置
に
関
す
る
調
書
（
幼
稚
園
を
通
じ

て
配
布
）、
②
平
成
28
年
度
市
民
税･

道
民
税
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
ま
た

は
平
成
28
年
度
市
民
税･

道
民
税
税

額
決
定･

納
税
通
知
書
の
写
し
な
ど

【
提
出
先
】
通
園
し
て
い
る
幼
稚
園

【
提
出
期
限
】
各
幼
稚
園
が
指
定
す

る
期
日
ま
で



共
同
受
信
施
設
撤
去
地
区
の
テ
レ

ビ
電
波
の
送
信
を
停
止
し
ま
す
！

電
気
設
備
課

共
同
受
信
施
設
係

西庁舎
１階

(24)
０
１
３
５

くらし
　

新
富
１･

２
丁
目･

３
丁
目
（
１

･

３
～
９･

12
～
23
番
）、
北
栄
１

丁
目
（
１
番
の
一
部･

２･

４
～

６･

９
～
11･

15
～
18･

24
～
27

番
）･

２
丁
目
、
北
斗
１
丁
目
（
１

～
３･

７
～
28
番
）･

２
丁
目
の
地

区
で
施
設
の
撤
去
を
始
め
ま
す
。

　

８
月
１
日
（月）　
10
時
頃
か
ら
共
同

受
信
施
設
で
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
だ
屋

外
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
い
な
い

方
は
、
市
の
助
成
制
度
（
ア
ン
テ

ナ
助
成
窓
口
　
（24）
０
３
２
４
）
も

あ
り
ま
す
の
で
、
７
月
31
日
ま
で

に
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
青
葉
４
～
６･

７
丁
目
（
一
部
）

で
劣
化
し
た
ケ
ー
ブ
ル･

機
器
な
ど

の
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。
市
や
工

事
会
社
の
担
当
者
が
敷
地
内
に
立
ち

入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
工
事
期
間
】
８
月
１
日
～
平
成
29

年
１
月
31
日

　

市
は
、｢

納
税
案
内
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー｣

を
設
置
し
、
専
任
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー（
電
話
交
換
手
）が「
市

の
納
税
案
内
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー｣

を
名
乗
り
、
電
話
で
納
税
の
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。

【
対
象
税
目
】
市
道
民
税
、
固
定
資

産
税･

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
、
法
人
市
民
税

【
開
設
期
限
】
12
月
28
日
（水）

【
開
設
時
間
】
▼
月･

火･

木　

11
時

30
分
～
20
時
▼
水
・
金　

８
時
45
分
～

17
時
15
分
▼
日
（
７
月
31
日
、８
月
28
日
、

９
月
25
日
、
10
月
30
日
、
11
月
27
日
、

12
月
18
日
）
８
時
45
分
～
17
時
15
分

【
問
い
合
わ
せ
】
納
税
案
内
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー　

　
(24)
０
０
２
１

◆
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
!!
◆

　

納
税
案
内
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
、
必
ず
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が｢

千

歳
市
納
税
案
内
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
○
○（
名
前
）で
す｣

と
名
乗
り
、

納
付
忘
れ
の
税
目
や
期
別
、
税
額
、

納
期
限
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
電
話
案
内
の
後
、
直
接
集
金
に

伺
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
定
の
金
融
機
関
名
や
口
座
番

号
を
指
定
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自

動
預
払
機
）
の
操
作
や
窓
口
で
振

り
込
み
を
指
示
す
る
よ
う
な
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
や

不
明
な
点
な
ど
は
、
納
税
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は

市
民
課
年
金
係

本庁舎
１階２番

(24)
０
２
６
７

くらし
　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

保
険
料
（
月
額
１
万
６
２
６
０
円
）
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一

部
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
免
除
の
対
象
と
な
る
所
得
基
準
】

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
左
の
表
の
計
算
式

で
算
出
し
た
所
得
基
準
の
範
囲
内
の

と
き（
失
業
に
よ
る
特
例
制
度
あ
り
）

【
免
除
に
な
っ
た
と
き
の
納
付
額
】

平
成
28
年
度
は
、
左
の
表
の
と
お
り

【
免
除
期
間
】
７
月
分
～
平
成
29
年

６
月
分

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
▼
年
金
手

帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
▼
印
鑑
▼
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票（
本
人
、

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
方
が
平

成
26
年
12
月
31
日
以
降
に
離
職
し

て
い
る
と
き
）

《
納
付
猶
予
制
度
対
象
者
の
拡
大
》

　

平
成
28
年
７
月
分
か
ら
、
納
付
猶

予
制
度
対
象
者
の
年
齢
が
30
歳
未
満

か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
ほ
か
の
免
除
制
度

　

学
生
の
方
は｢

学
生
納
付
特
例

制
度｣

が
あ
り
ま
す（
申
請
が
必
要
）

免除の対象となる所得基準 １カ月の
納付額

年金額への
反映割合

全額免除 57万円＋扶養親族の人数×35万円 　0円 １/２

１/４納付
(３/４免除)

78万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額など 4,070円 ５/８

半額納付
(半額免除)

118万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額など 8,130円 ３/４

３/４納付
(１/４免除)

158万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額など 12,200円 ７/８

　※定額の保険料を納付したときを１とする。
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ビ
ー
バ
ス
は
、
９
月
末
で
廃
止

に
な
る
た
め
、
ビ
ー
バ
ス
回
数
券

は
、
10
月
１
日
か
ら
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
未
使
用
の
回
数
券

は
10
月
以
降
に
払
い
戻
し
ま
す
が
、

９
月
末
ま
で
に
ご
利
用
い
た
だ
く

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



ビ
ー
バ
ス
（
循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
）
専
用
回
数
券
に
つ
い
て

市
民
生
活
課

生
活
環
境
係

本庁舎
３階36番

(24)
０
２
６
１

くらし

くらし
　

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決

を
任
務
と
す
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
平

成
27
年
度
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

【
苦
情･

相
談
件
数
】
０
件



保
健
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す

福
祉
課
総
務
係

本庁舎
１階９番

(24)
０
２
９
２

くらし

【
対
象
】市
内
に
居
住
し（
予
定
含
む
）

一
般
住
宅
（
新
築
含
む
）
を
所
有
す

る
、
次
の
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方

▼
太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱
利
用
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
方
（
ち
と
せ
プ
レ

ミ
ア
ム
リ
フ
ォ
ー
ム
券
を
使
用
し
た

設
置
機
器
は
対
象
外
）
▼
機
器
設
置

の
工
事
着
工
前
に
申
請
し
、
平
成
29

年
３
月
15
日

（水）
ま
で
に
必
要
書
類
が

提
出
で
き
る
方
▼
市
税
に
滞
納
が
な

い
方
▼
ア
ン
ケ
ー
ト
と
１
年
間
の
環

境
モ
ニ
タ
ー
に
協
力
で
き
る
方

【
申
請
方
法
】
環
境
課
で
配
布
す
る

申
請
書
（
市
指
定
用
紙
）
な
ど
の

必
要
書
類
を
持
参
（
郵
送
不
可
）

【
申
請
期
限
】
平
成
29
年
１
月
31
日

（火）



エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

の
申
請
を
受
付
中
で
す

環
境
課
環
境
計
画
係

本庁舎
３階34番

(24)
０
５
９
０

くらし

【
内
容
】
市
の
概
要
説
明
、
住
宅
ロ

ー
ン
講
座
、
車
窓
か
ら
ま
ち
並
み
見

学
、
泉
沢
向
陽
台
住
宅
地
散
策
な
ど

【
対
象
】
住
宅
建
築
を
検
討
中
ま
た

は
住
宅
地
を
探
し
て
い
る
方

【
と
き
】
８
月
20
日

（土）　

10
時
～
16

時
（
予
定
）

【
集
合
場
所
】
千
歳
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

･

プ
ラ
ザ
１
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

【
参
加
料
】無
料（
昼
食
は
各
自
負
担
）

【
定
員
】
40
人
（
申
込
順
）

【
申
込
方
法
】
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
参
加
人
数
を
明
記
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ　

（42）

０
５
５
４
す
る
か
電
話
で
申
し
込
み

【
申
込
期
間
】
７
月
25
日
～
８
月
12
日



行
こ
う
よ
向
陽
台
！
　
泉
沢

向
陽
台
住
宅
地
見
学
ツ
ア
ー

開
発
振
興
課

開
発
振
興
係

アルカディ
ア・プラザ

(42)
５
５
０
１

くらし
　

末
広
会
館
（
末
広
８
丁
目
）
は

改
修
工
事
の
た
め
、
８
月
１
日
～
平

成
29
年
１
月
３
日
（
予
定
）
ま
で
の

間
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。



末
広
会
館
の
改
修
工
事
に

つ
い
て

市
民
生
活
課

市
民
生
活
係

本庁舎
３階36番

(24)
０
１
８
３

くらし

　

災
害
時
に
手
助
け
が
必
要
な
方
に

対
し
、
平
常
時
か
ら
地
域
の
方
が
支

援
や
見
守
り
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

【
対
象
者
】
名
簿
の
登
録
を
希
望
し
、

個
人
情
報
（
氏
名
、生
年
月
日
、住
所
、

電
話
番
号
、
身
体
の
状
況
）
を
地
域

の
方
に
提
供
す
る
こ
と
を
同
意
す
る
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方

【
要
件
】
①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
で
暮
ら
す
方
、
②
75
歳
以
上
の

高
齢
者
と
15
歳
未
満
の
方
が
同
居

す
る
方
、
③
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方　

障
が
い
を
持
っ
て
い

る
方
、
①
～
④
以
外
で
、
自
力
で

の
避
難
が
難
し
い
方

【
登
録
方
法
】
福
祉
課
で
配
布
す
る

同
意
書
（
市
指
定
用
紙
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出



避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

登
録
受
付
を
開
始
し
ま
す

福
祉
課
総
務
係

本庁舎
１階９番

(24)
０
２
９
２

くらし

【
見
学
先
】
美
々
貝
塚
、
キ
ウ
ス
周

堤
墓
群
、
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
（
江
別
市
）

【
と
き
】
７
月
28
日

（木）　

９
時
～
16
時

【
定
員
】
35
人
（
抽
選
、参
加
無
料
）

【
申
込
方
法
】
７
月
14
日

（木）
ま
で
電

話
で
申
し
込
み（
平
日
の
９
時
～
17
時
）

※
団
体
は
不
可（
２
人
１
組
は
可
）。



ま
ち
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す

広
報
広
聴
課
広
聴
係

本庁舎
２階22番

(24)
０
１
０
８

募集

　
特
定
の
便
に
１
回
１
０
０
円
で

乗
車
で
き
る｢
千
歳
市
シ
ル
バ
ー

お
で
か
け
パ
ス｣
を
発
行
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
75
歳
以
上
の
市
民

【
申
請
窓
口
】
７
月
26
日
か
ら
交
通

政
策
担
当
で
受
付
開
始
（
７
月
26
日

～
29
日
と
８
月
22
日
～
26
日
は
、
市

役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
受
付
）

※
申
請
書
は
、
７
月
１
日
か
ら
交
通

政
策
担
当
か
各
コ
ミ
セ
ン
で
配
布（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
）。



千
歳
市
シ
ル
バ
ー
お
で
か

け
パ
ス
の
発
行
に
つ
い
て

企
画
部
主
幹
付
主
査

（
交
通
政
策
担
当
）

本庁舎
４階43番

(24)
０
８
９
７

くらし

【
対
象
】
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か

に
あ
て
は
ま
る
方

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
か
就
学
義
務

猶
予
免
除
者
で
あ
っ
た
方
で
、
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方

②
保
護
者
が
就
学
義
務
の
猶
予
ま

た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に

達
す
る
方
で
そ
の
年
度
の
終
わ
り

ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
や

む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部

科
学
大
臣
が
認
め
た
も
の

③
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16

歳
以
上
に
な
る
方
（
①
④
を
除
く
）

④
日
本
国
籍
を
有
し
な
く
、
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以

上
に
な
る
方

【
科
目
】
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
外
国
語
（
英
語
）

【
試
験
日
】
10
月
27
日

（木）

【
会
場
】
北
海
道
庁
別
館
（
札
幌
市
）

【
申
込
期
間
】
８
月
22
日
～
９
月
９
日

※
郵
送
の
と
き
、当
日
消
印
有
効
。

【
詳
細
】
〒
100
‐

8959　

東
京
都
千
代
田

区
霞
が
関
３
‐
２
‐
２　

文
部
科
学
省

生
涯
学
習
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課
認

定
試
験
第
二
係　

　
０
３

(5253)
４
１
１
１



中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
ご
案
内

教
育
委
員
会
教
育
部

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

教育委員会
庁舎２階

(24)
０
８
３
９

くらし
【
申
請
方
法
】
本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
な
ど
）、
印
鑑
、
カ
ラ
ー
の
顔

写
真
（
4.5
㎝
×
3.5
㎝
）
を
持
参
の

上
、
本
人
が
申
請

【
利
用
で
き
る
バ
ス
】
概
ね
10
時
～

16
時
ま
で
の
市
内
路
線

　

心
の
悩
み
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
助

言
・
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
児
童･

生
徒
、
保
護
者
な
ど

【
と
き
】
７
月
12
、
29
日

　
　
　

 

（
９
時
～
16
時
）

【
と
こ
ろ
】
教
育
委
員
会
庁
舎
２
階

相
談
室
（
前
日
ま
で
の
予
約
制
）

※
受
付
は
、
平
日
の
８
時
45
分
～

17
時
15
分
。

相談



ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

教
育
相
談
日
の
お
知
ら
せ

青
少
年
課
生
徒
指
導
係

教育委員会
庁舎２階

(24)
０
８
５
９

相談

募集

　
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　information
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市
は
、「
保
育
士
等
人
材
バ
ン
ク
」

の
登
録
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】▼
市
内
の
認
定
こ
ど
も
園
、

保
育
園
、
小
規
模
保
育
事
業
所
な
ど

で
正
職
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な

ど
と
し
て
就
労
を
希
望
す
る
方
▼

保
育
士
、保
育
教
諭
、幼
稚
園
教
諭
、

看
護
師
な
ど
の
資
格･

免
許
を
有

す
る
方
（
取
得
見
込
者
を
含
む
）

【
申
込
方
法
】
登
録
申
込
書
兼
同
意

書
（
市
指
定
用
紙
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
資
格
証
明
書
の
写
し



千
歳
市
保
育
士
等
人
材
バ
ン

ク
の
登
録
者
を
募
集
中
で
す

こ
ど
も
政
策
課

こ
ど
も
政
策
係

本庁舎
１階７番

(24)
０
３
４
１

募集

●
認
定
こ
ど
も
園
延
長
保
育
士

【
応
募
資
格
】
55
歳
く
ら
い
ま
で
の

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

【
募
集
人
員
】
１
人

【
任
用
期
間
】
８
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日
（
再
任
用
あ
り
）

【
勤
務
場
所
】
認
定
こ
ど
も
園
ひ
ま
わ
り

【
勤
務
時
間
】
▼
月
～
金　

15
時
30

分
～
19
時
▼
土　

14
時
40
分
～
18
時

【
報
酬
月
額
】
７
万
２
０
０
０
円

●
市
立
認
可
外
保
育
所
保
育
士

【
応
募
資
格
】
55
歳
く
ら
い
ま
で
の

自
動
車
通
勤
が
可
能
で
保
育
士
の
資

格
を
有
す
る
方（
取
得
見
込
者
含
む
）

【
募
集
人
員
】
１
人

【
任
用
期
間
】
８
月
１
日
～
12
月
31

日
（
再
任
用
あ
り
）

【
勤
務
場
所
】
支
笏
湖
保
育
所
な
ど

【
勤
務
時
間
】
８
時
～
17
時
（
週
５
日
）

【
報
酬
月
額
】
15
万
５
７
０
０
円

　《
共
通
事
項
》

【
申
込
方
法
】
７
月
22
日
（金）
ま
で
に

こ
ど
も
政
策
課
で
配
布
す
る
申
込

書
と
資
格
証
明
書
の
写
し
を
提
出

【
千
歳
市
民
文
化
賞
】
主
に
市
内
で



市
民
文
化
賞･

市
民
文
化
奨
励
賞

の
候
補
者
の
推
薦
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
教
育
部

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

教育委員会
庁舎１階

(24)
０
８
４
８

募集

【
千
歳
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
】
主
に
市

内
で
20
年
以
上
活
動
し
、
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
に
寄
与
し
そ
の
功

績
が
特
に
顕
著
な
個
人･

団
体

【
千
歳
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】
お
お

む
ね
10
年
以
上
市
内
に
居
住
歴
が

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
奨
励
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
成
績
を
収
め
た
個

人･

主
に
市
内
で
活
動
す
る
団
体

【
推
薦
方
法
】
７
月
29
日
（金）
ま
で
に

推
薦
書
（
市
指
定
用
紙
）
を
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
に
提
出

※
推
薦
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

で
配
布
す
る
他
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。



ス
ポ
ー
ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

の
候
補
者
の
推
薦
を
募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

教育委員会
庁舎１階

(24)
０
８
５
５

募集

　

９
月
10
日
（土）
に
中
国
で
開
催
さ

れ
る
「
第
６
回
長
春
国
際
友
好
都

市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
千

歳
市
代
表
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

【
旅
行
期
間
】
９
月
８
日
～
11
日

【
旅
行
費
用
】
市
負
担
（
食
費
な
ど

の
自
己
負
担
あ
り
）

【
募
集
人
員
】
市
内
に
居
住
す
る
方

　

男
性
１
人
、
女
性
１
人

【
募
集
条
件
】
▼
心
身
と
も
健
康
で

20
㎞
を
２
時
間
以
内
に
完
走
で
き
、

大
会
当
日
満
16
歳
以
上
の
方
▼
長
春

市
と
の
交
流
事
業
に
参
加
で
き
る
方

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査

【
申
込
期
限
】
７
月
22
日
（金）

【
申
込
方
法
】申
込
書
兼
履
歴
書（
指

定
用
紙･
写
真
貼
付
）
を
持
参
か
郵



長
春
国
際
友
好
都
市
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
千
歳
市
代
表
選
手
を
募
集

交
流
推
進
課

国
際
交
流
係

本庁舎
３階35番

(24)
０
４
８
２

募集

【
職
務
内
容
】
保
健
福
祉
施
策
の
推

進
な
ど
の
調
査
研
究

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
満
20
歳

以
上
で
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方

【
募
集
人
員
】
２
人

【
任
期
】
９
月
１
日
か
ら
２
年
間

※
委
員
会
は
、
年
に
数
回
、
開
催

し
ま
す
（
報
酬
あ
り
）。

【
申
込
方
法
】任
意
の
用
紙
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
職
歴
）、
電

話
番
号
、
保
健
福
祉
の
作
文
（
テ

ー
マ
自
由･

400
字
程
度
）
を
記
入

し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み

【
申
込
期
限
】
７
月
25
日
（月）

※
郵
送
の
と
き
は
、
同
日
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066
‐
8686
東
雲
町
２
丁
目
34

千
歳
市
保
健
福
祉
部
福
祉
課
総
務
係



保
健
福
祉
調
査
研
究
委
員

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

福
祉
課
総
務
係

本庁舎
１階９番

(24)
０
２
９
２

募集

を
添
付
の
上
、
提
出

※
申
込
書
は
、
こ
ど
も
政
策
課
で

配
布
す
る
他
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
内
容
】
千
歳
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン･

総
合
戦
略
～
み
ん
な
で
９
７
０
０
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
の
達
成
に
向
け
た

各
種
施
策
の
検
証
な
ど

【
資
格
】
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤･

通
学
す
る
18
歳
以
上
で
、
市
の
人
口

対
策
に
興
味
や
関
心
が
あ
り
、
年
に

数
回
開
催
す
る
会
議（
平
日
の
夜
間
）

に
継
続
し
て
出
席
で
き
る
方

【
募
集
人
員
】
２
人
程
度
（
選
考
）

【
任
期
】２
年
間（
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
応
募
期
間
】
７
月
12
日
～
25
日

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
か
任
意
の

用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
職
業･

勤
務
先

･

学
校
名･

所
属
す
る
市
民
団
体
名
、

市
民
活
動
や
市
の
付
属
機
関
な
ど
に

関
わ
っ
た
経
験
、
応
募
の
動
機
、
千

歳
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン･

総
合
戦
略
に

つ
い
て
の
考
え
を
明
記
の
上
、郵
送
、

持
参
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
。

※
応
募
用
紙
は
、
地
方
創
生･

定

住
促
進
担
当
か
各
コ
ミ
セ
ン
な
ど

で
配
布
（
郵
送
可
）。

【
応
募
先
】
〒
066
‐
8686
東
雲
町
２

丁
目
34　

企
画
部
主
幹
付
主
査

（
地
方
創
生･

定
住
促
進
担
当
）

Ｅ
メ
ー
ル　

seisakusuishin@city.
chito se.hokkaido.jp



総
合
戦
略
推
進
市
民
会
議

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

企
画
部
主
幹
付
主
査
（
地

方
創
生･

定
住
促
進
担
当
）
本庁舎
２階22番

(24)
０
５
２
１

募集 送
（
郵
送
の
と
き
は
同
日
必
着
）

※
申
込
書
は
、交
流
推
進
課
で
配
布
。

【
申
込
先
】
〒
066
‐
8686　

東
雲
町
２

丁
目
34　

観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
交
流
推

進
課
国
際
交
流
係
（
詳
細
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

毎
年
開
催
す
る
児
童
館
ま
つ
り

を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

【
内
容
】
各
児
童
館
ブ
ー
ス
、受
付
、

建
物
周
辺
の
見
守
り
、
ベ
ビ
ー
カ

ー
介
助
な
ど

【
対
象
】
高
校
生
以
上

【
と
き
】
８
月
27
日
（土）　

９
時
～
15
時

【
と
こ
ろ
】北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル（
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
申
込
方
法
】
７
月
29
日
（金）
ま
で
、

電
話
で
申
し
込
み



９
館
合
同
児
童
館
ま
つ
り

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー　
児
童
館
係

ちとせっこ
センター

(22)
７
８
８
８

募集

市役所からのお知らせ　　information

今
月
は
「
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
」
の
第
２
期
の
納
入
月
で
す
。
今
月
の
市
税
納
入
夜
間
相
談
日
は
「
29
日

（金） 

18
時
～
20
時
」
で
す
。

納
税
課　

　
（24）
０
１
６
９

20
年
以
上
活
動
し
、
市
の
文
化
の

普
及
振
興
に
寄
与･

貢
献
さ
れ
た

個
人･

団
体

【
千
歳
市
民
文
化
奨
励
賞
】
国
際

的･

全
国
的
な
大
会
な
ど
に
出
場

ま
た
は
出
品
し
、
顕
著
な
成
績
を

収
め
た
、
お
お
む
ね
10
年
以
上
市

内
に
居
住
歴
が
あ
る
個
人･

主
に

市
内
で
活
動
す
る
団
体

【
推
薦
方
法
】
７
月
29
日
（金）
ま
で

に
推
薦
書
（
市
指
定
用
紙
）
を
生

涯
学
習
課
に
提
出
（
郵
送
可
）

※
郵
送
の
と
き
は
、
同
日
必
着
。

※
推
薦
書
は
、
生
涯
学
習
課
で
配

布
す
る
他
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
先
】
〒
066
‐
8686　

東
雲
町
２

丁
目
34　

千
歳
市
教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係



認
定
こ
ど
も
園
で
働
く
非
常

勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

こ
ど
も
政
策
課
保
育
係

本庁舎
１階７番

(24)
０
３
４
０

募集



 

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
、 

 

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
で

　

今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
料  

　

第
２
期
の
納
付
月
で
す

国
保
の
お
知
ら
せ

　

不法投棄は犯罪です

12広報ちとせ 平成 28(2016) 年７月号

リングプル　次になるのは

車いす

標語作成者

小
こ に し

丹枝　真
ま り

利　さん

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
誰
も

が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る

た
め
の
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を

支
え
て
い
る
の
は
、保
険
料
で
す
。

　

仕
事
な
ど
で
忙
し
い
方
に
は
、

一
度
の
手
続
き
で
毎
年
継
続
さ

れ
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
い
、

安
心
で
便
利
な
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。

募集
●不法投棄を行うと
　廃棄物（ごみ）の不法投棄は、
「廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律」で禁止されており、違
反すると５年以下の懲役もしく
は、1,000 万円以下の罰金など
が科されます。
　交通量の少ない道沿いや農地、
山林などへの不法投棄が目立ち
ます。特に林間や河川付近では、
「人の目に付きにくい」、「ばれ
ないだろう」、「少しくらいなら」
などの理由で、ごみを捨ててい
く人がいます。
　土地の所有者や管理者は、不
法投棄されないように注意が必
要です。
　ごみの不法投棄は、まちの景
観を損なうばかりでなく、悪臭
や地下水の汚染などで地域の生
態系や日常生活にも悪影響を及
ぼす恐れがあります。
●不法投棄を見つけたら
　市では、警察に通報し、原因
者が判明したときはごみの撤去
を求めます。
　また、定期的に不法投棄の
監視パトロールを実施していま
す。不法投棄を見かけたときは、
情報提供をお願いします。
●不法投棄の通報先
　環境センター廃棄物対策課
　不法投棄専用
　０１２０(538) ７４２

　今月は、後期高齢者医療保険料　第２期の納付月です。
　【詳細】医療助成課　高齢医療収納係　(24) ０１３６

今月のごみ減量 ･リサイクル標語

【
募
集
内
容
】
助
産
師　

若
干
名

　
　
　
　
　
　

看
護
師　

若
干
名

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
市

民
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
初
任
給
】助
産
師
20
万
６
３
０
０
円
、

看
護
師
20
万
３
５
０
０
円
（
大
学
４
卒
）

【
採
用
予
定
日
】
平
成
29
年
５
月
１
日

【
試
験
方
法
】
第
１
次
試
験
（
適
性

検
査
、
専
門
試
験
、
小
論
文
）、
第

２
次
試
験
（
面
接
）、
第
３
次
試
験

（
身
体
検
査
）

【
試
験
日
程
】日
程
①　

８
月
20
日
、

日
程
②　

９
月
17
日
、
日
程
③
10

月
15
日　
（
９
時
～
12
時
）　

市
民

病
院
２
階
講
義
室

※
第
２
次
試
験
以
降
の
日
程
は
、
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

【
申
込
書
類
】申
込
書
・
履
歴
書（
指

定
用
紙
）、
卒
業
見
込
証
明
書
な
ど

※
申
込
書
類
な
ど
は
、
市
民
病
院

【
募
集
内
容
】
下
の
表
の
と
お
り

【
募
集
人
員
】
各
１
人

【
試
験
日
程
】
▼
適
性
検
査
・
作
文
・

面
接　

８
月
９
日
（火）　
　
９
時
～
16
時

（
予
定
）　

市
役
所
議
会
棟
大
会
議
室

【
任
用
期
間
】
10
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
書
類
】
受
験
申
込
書
・
履
歴

書
（
市
指
定
用
紙
）、
資
格
証
明
書

の
写
し
な
ど

※
申
込
書
類
な
ど
は
、
職
員
課
か

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
。

【
申
込
期
限
】
７
月
22
日
（金）
（
平
日

の
８
時
45
分
～
17
時
15
分
）

※
郵
送
の
と
き
は
、
同
日
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２

丁
目
34　

千
歳
市
総
務
部
職
員
課

人
事
係



第
１
種
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
ま
す

職
員
課
人
事
係

本庁舎
４階41番

(24)
０
５
０
２

募集

職種/勤務場所/年齢要件/月額報酬/受験資格 職務内容

療
育
支
援

専
門
員

こども療育課 ▼短大卒以上▼保育士もしくは教
育職員普通免許（幼稚園・小学校･
特別支援学校など）の資格▼障が
い児療育、障がい児保育または障
がい児教育の実務経験▼普通自動
車運転免許を有する方

通園センターでの療
育指導､保育所などへ
の訪問による保護者
支援や発達支援計画
作成業務など

昭和31年４月２日
～

平成６年４月１日
　140,600円

児
童
お
よ
び
　

生
徒
ヘ
ル
パ
ー

学校教育課

▼高卒以上の学歴を有する方

特別支援学級設置校
での児童生徒の授業･
学校行事の介助､教材
などの準備･整理の手
伝い､教員の補助など

昭和40年４月２日
～

昭和51年４月１日
　135,600円



市
民
病
院
の
職
員
を
募
集

し
ま
す

市
民
病
院
事
務
局

経
営
管
理
課
総
務
係

市民病院
２階

募集

(24)
３
０
０
０
内
線
232

事
務
局
経
営
管
理
課
ま
た
は
市
民

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

可
（
郵
送
で
の
請
求
可
）。

【
申
込
先
】
〒
066-

8550　

北
光
２
丁

目
１-

１　

市
立
千
歳
市
民
病
院

事
務
局
経
営
管
理
課
総
務
係



休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
員
課
人
事
係

本庁舎
４階41番

(24)
０
５
０
２

募集
【
職
種･

受
験
資
格･

予
定
人
員
】

▼
看
護
師　

看
護
師
免
許
を
有
す

る
方　

若
干
名

▼
准
看
護
師　

准
看
護
師
免
許
を

有
す
る
方　

若
干
名

【
勤
務
時
間
】
土
（
日
中
）
13
時
30

分
～
19
時
、
日
（
日
中
）
８
時
30
分

～
14
時
ま
た
は
13
時
30
分
～
19
時
、

（
夜
勤
）　

18
時
30
分
～
７
時
30
分

※
１
週
に
つ
き
29
時
間
以
内
（
土･

日･

祝
日
を
含
む
シ
フ
ト
制
）。

【
任
用
期
間
】
平
成
29
年
８
月
１
日

～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
再
任
用

あ
り
）

【
報
酬
時
給
】

▼
看
護
師　

２
２
０
０
円

※
22
時
～
５
時
ま
で　

２
７
５
０
円
。

▼
准
看
護
師　

２
１
０
０
円

※
22
時
～
５
時
ま
で　

２
６
２
５
円
。

※
勤
続
６
カ
月
を
超
え
た
方
に
は
、

報
酬
加
算
と
し
て
報
酬
１
カ
月
相

当
額
を
支
給
し
ま
す
。

※
社
会
保
険･
雇
用
保
険
適
用
、

通
勤
手
当
相
当
額
支
給
。

【
試
験
】
日
程
は
、
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
適
性
検
査
、
面
接
）

【
申
込
書
類
】
受
験
申
込
書
・
履
歴

書
（
市
指
定
用
紙
）、
免
許
証
の
写

し
な
ど

※
申
込
書
類
な
ど
は
、
職
員
課
ま
た

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
休
日
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
可
（
郵
送
で
の
請
求
可
）。

　
　
国
民
健
康
保
険
課

　
　
国
保
収
納
係

　
　

　
(24)
０
２
８
７

【詳細】

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２

丁
目
34　

千
歳
市
総
務
部
職
員
課

人
事
係

　

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　information

市役所からのお知らせ　information



「声のらん」は、主に「市長への手紙・ポスト」や「広報広聴モニター」の声と､その答えをご紹介しています。このほかに､皆さんからの一
般的な質問などもご紹介しますので、疑問に思っていることなどを､お手紙などでお寄せください。ただし、他の市民の方にも参考になる内
容を採用させていただくため、全てを掲載することはできません。また、質問の内容を確認する必要上、お手紙には必ず連絡先と名前をご記
入ください。　【〒066-8686／千歳市東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

皆
さ
ん
の
「
声
」
に
お
答
え
し
ま
す
。

声のらん
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《
40
歳
代
女
性
》

こ
の
春
、
子
ど
も
が
地
元

の
大
学
を
卒
業
し
、
東
京

に
就
職
し
ま
し
た
。

 

ふ
る
さ
と
千
歳
を
離
れ
、
寂
し
が
ら

な
い
か
と
心
配
で
す
。
東
京
で
千
歳

出
身
の
方
と
の
交
流
や
千
歳
の
情
報

な
ど
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
集
い
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

東
京
で
千
歳
出
身
者
と
の

交
流
や
千
歳
の
情
報
を
得

る
集
い
は
あ
り
ま
す
か
？］

［
企
画
課
企
画
調
整
係

(24)
０
４
３
９

１

２今
年
も
ビ
ー
ル
と
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
な
ど
が
楽
し
め

る
「
ス
カ
イ
・
ビ
ア
＆
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
」
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
お
祭
り
は
、

い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
か
？

全
道
か
ら
集
結
し
た
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー
ム
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
や
パ
レ

ー
ド
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ー
ル
や

地
ビ
ー
ル
な
ど
の
飲
食
ブ
ー
ス
が
出

店
し
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
う
「
ス
カ
イ
・
ビ
ア
＆
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
」
は
、
平
成
２
年
に
「
北

海
道
ビ
ー
ル
ま
つ
り
・
イ
ン
・
ち
と
せ
」

と
し
て
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
後
、
平
成
９
年
に
「
千
歳
空
港

ま
つ
り
」
と
、
続
い
て
平
成
18
年
に

「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
ち
と

せ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
祭
」
を
併
せ
て
、

現
在
の
「
ス
カ
イ
・
ビ
ア
＆
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
」
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

３
つ
の
祭
を
合
同
で
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
魅
力

が
相
乗
効
果
と
な
っ
て
、
今
で
は
約

５
万
人
の
来
場
者
が
集
う
、
千
歳
の

夏
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
７
月
16
日
～
18
日
の
３

日
間
、
市
役
所
駐
車
場
な
ど
を
会
場

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
熱
い
「
ス
カ
イ
・
ビ
ア
＆
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
」
を
通
じ
て
、
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
皆
さ
ん

が
笑
顔
に
な
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
カ
イ
・
ビ
ア
＆
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
は
、
い

つ
か
ら
始
ま
っ
た
？

《
60
歳
代
男
性
》］

［
観
光
事
業
課
観
光
事
業
係


(24)
０
３
６
６

答 声

平
成
14
年
に
、
千
歳
か
ら

遠
く
離
れ
た
場
所
で
の
交

流
の
場
と
し
て
、
東
京
近

郊
に
お
住
い
で
、
千
歳
に
ゆ
か
り
の

あ
る
方
が
中
心
と
な
っ
て
「
東
京
千

歳
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
に
は
、「
千
歳
が
ふ
る
さ

と
」、「
千
歳
に
居
住
・
通
勤
・
通
学

し
て
い
た
」、「
千
歳
に
関
心
が
あ
る
」

な
ど
、
出
身
地
や
住
ん
で
い
る
地
域

答

に
か
か
わ
ら
ず
、
５
０
０
人
を
超
え

る
方
が
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
千
歳
会
で
は
、
毎
年
、
東
京

で
交
流
会
（
会
費
制
）
を
開
催
し
て

お
り
、
昨
年
も
約
２
０
０
人
の
方
が

参
加
し
て
、
催
し
や
千
歳
名
産
の
料

理
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
千
歳
を

語
り
合
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
11
月
14
日

（月）
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。
会
員
以
外
の
方
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
同
窓
会
や
友

人
同
士
が
集
う
機
会
と
し
て
の
利
用

に
も
適
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、希
望
者
に
は
、事
務
局
（
企

画
課
）
か
ら
定
期
的
に
千
歳
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
内
容
と
す
る
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
千
歳
会
を
通
じ
て
、
人
と
の

交
流
や
千
歳
の
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

声
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子 育 て

●ランチデー
と　き・７月15日(金)　12時～13時
※お弁当を持参してください（申込不要）｡
●夏休みランチデー
と　き・７月26日～８月18日（12時～13時）
※８月７､14日を除く｡
　(夏休み期間のため、小学生と一緒に食事します）
※お弁当を持参してください（申込不要）｡
●みんなＤＥ水遊び！
対　象・就学前の子と保護者
と　き・７月28日(木)　10時30分～11時30分
※雨天時は、29日(金)に順延（申込不要）。
持ち物・帽子､大判のタオル､飲み物
●離乳食講座
対　象・１歳くらいまでの子と保護者
と　き・８月26日(金)　13時30分～14時40分
定　員・20組(申込順）
申込日・７月13､14日

会場/申込先/詳細・げんきっこセンター（参加料無料）
(26)２０７０、(26)２０８０(日･祝日を除く９時～17時30分)

【共通事項】

８月７日(日)　10時～16時は休日開館日です
対象は、就学前の子と保護者

【共通事項】
会場/申込先/詳細・ちとせっこセンター（参加料無料）
(40)１７１７、(40)１７２７(日･祝日を除く９時～17時30分)

「産婦さんの健康～産後ママの『こころ』と『からだ』～」

　約10カ月の妊娠期間を経て、赤ちゃんとの生活が始ま
ったばかりのお母さんは、新しい生活に心躍らせつつも､
初めての育児に不安を抱えていることでしょう。

　産後は、心身の不調が起こりやすく、実際に経験され
ている方も少なくありません。不調の内容はさまざまで
すが、よく耳にする言葉として「産後うつ」があります｡
　日本では１～２割のお母さんにみられます。産後のホ
ルモンバランスの変化が関係していますが、周囲の理解
とサポートが予防につながります。

　身体面でも、慣れない抱っこによる肩こりや腰痛、夜
間の授乳による睡眠不足によって、常に疲れている状態
のお母さんも少なくありません。

　産後のお母さんに必要なのは、栄養と休養です｡　　
　甘いものや刺激物などの嗜好品に偏らず、お米を中心
に肉や魚、野菜をしっかり食べることが重要です。

　「こころ」と「からだ」をゆっくり休める休養も大切
です。まとまった睡眠が取りづらい時期は、赤ちゃんが
お昼寝をするときに、お母さんも一緒にお昼寝をして、
しっかりと休みましょう。また、お母さんの体調が回復
し、赤ちゃんの首がしっかりする生後２～３カ月ごろか
ら子育て支援センターなどへのお出かけが可能になりま
す。リフレッシュのために外出してみませんか？

～　保健師・栄養士のリレーコラム　～

７月17日(日)　10時～16時は休日開館日です
対象は、就学前の子と保護者

今月は､保健師が担当しました｡　母子保健係 (24)０７７１

【共通事項】
会場/申込先/詳細・アリスセンター (参加料無料)
(24)８３４１（平日の10時～15時）

●すくすくの日
内　容・身長、体重の計測
対　象・就学前の子
と　き・７月21､22日（10時～15時）
※22日(金)10時～12時は、管理栄養士による栄養相談
があります（申込不要）。
●夏休みランチデー
と　き・７月26日～８月18日（12時～13時）
※８月７､14日を除く。
　(夏休み期間のため、小学生と一緒に食事します）
※お弁当を持参してください（申込不要）｡
●水遊び･外遊び週間
対　象・就学前の子と保護者
と　き・８月１日～５日（10時30分～11時30分）
※当日の気温により中止することがあります（申込不要）｡
持ち物・帽子､大判のタオル､飲み物
●助産師によるマタニティ講座
内　容・ちょっぴり深いおっぱいの話し、座談会
対　象・妊娠中の方
と　き・８月23日(火)　10時～11時
定　員・20人(申込順)
申込日・７月15､16日
※保育あり（要事前申し込み）。

●企業連携ぷちゼミ「骨盤ゆがみ解消講座」
内　容・理学療法士・作業療法士による骨盤のゆがみを直す体操
対　象・産後６カ月以内のお母さんと子
と　き・７月20日(水)　10時30分～11時30分
申込期限・７月14日(木)（電話での申し込みは、平日の12時～15時）
●身体測定の日
内　容・身体計測（ボランティアの手伝いあり）
対　象・就学前の子
と　き・７月21日(木)　
　　　　10時～11時30分(申込不要)
●お誕生会
内　容・６､７月生まれの方に手型･足型を取ってプレゼント
と　き・７月25日(月)　10時～11時30分(申込不要)
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対　象・５カ月～７カ月児
　　　　(状況により３カ月～11カ月児まで接種可)
と　き・８月５､19日（12時30分～13時50分）
ところ・総合保健センター（申込不要）
持ち物・母子健康手帳､予診票
詳　細・予防接種担当　(24)３１４８

健 康
（総合保健センターは、総合福祉センター１階です。）

ちとせ健康･医療相談ダイヤル 24

０
● ● ● ●

１２０(０１０)２９３
(通話料無料､携帯電話から利用可)

看護師や医師などが24時間､からだの症状や
応急手当法などの相談をお受けします｡
※非通知設定の電話からは利用不可｡
※ＩＰ電話からは､03(3839)5604へ(通話料有料)｡

※かけ間違いに注意してください！

フリーダイヤル

内　容・身長・体重測定､発達や栄養の相談
と　き・８月４､22日
　　　　（９時30分～11時30分と13時～15時30分）
ところ・総合保健センター（申込不要）
持ち物・母子健康手帳
詳　細・母子保健係　(24)０７７１

と　き 対　象

●フッ化物塗布･歯科相談

８月４､22､29日
１年以内にフッ化物塗布･歯科医師健診､
１歳６か月児健診､３歳児健診のいずれ
かを受けた幼児

●フッ化物塗布･歯科相談･歯科医師健診

８月２日(火) １歳～就学前の全ての幼児

時　間・９時30分～11時20分､13時～14時50分
ところ・総合保健センター（申込不要）
料　金・800円
持ち物・母子健康手帳､歯ブラシ
詳　細・母子保健係　(24)０７７１

内　容・医師･保健師の健康相談､栄養士の栄養相談､血圧
　　　　測定･尿検査･体脂肪測定
と　き・７月15日(金)９時30分～11時30分と13時～16時
※医師の相談は、13時～15時｡
ところ・総合保健センター(申込不要)
詳　細・健康企画係　(24)０７６８

演　題・タニタの健康セミナー
　　　　｢タニタ食堂に学ぶ500kcalまんぷく定食のコツ｣
内　容・カロリー・塩分を抑えて満足感を得られる方法､
　　　　野菜料理の試食、千歳産野菜の直売など
講　師・株式会社タニタヘルスリンクの管理栄養士
と　き・８月30日(火)　13時30分～15時（開場13時）
ところ・北ガス文化ホール（市民文化センター）中ホール
参加料・無料
申込期間・７月11日～８月26日
申込先/詳細・健康企画係　(24)０７６８

内　容・親子で一緒に行う骨盤ケアの運動、講話
対　象・生後２カ月～１歳未満の子とお母さん
と　き・７月25日(月)　10時～12時
ところ・総合保健センター
参加料・無料
定　員・20組(申込順)
申込期限・７月19日(火)　17時
申込先/詳細・母子保健係　(24)０７７１

内　容・赤ちゃんの着替えやおむつ交換、赤ちゃんとの
　　　　過ごし方について学ぶ
対　象・市内に居住する妊婦の方
と　き・８月29日(月)　10時～11時30分
ところ・ちとせっこセンター
持ち物・母子健康手帳、筆記用具
申込期限・８月25日(木)
申込先/詳細・母子保健係　(24)０７７１

内　容・赤ちゃんのお風呂の入れ方、妊婦体験ジャケット
　　　　の着用など
対　象・市内に居住する妊娠中の夫婦
と　き・８月６日(土)　10時～12時30分
ところ・総合保健センター
持ち物・母子健康手帳、父子健康手帳、筆記用具
申込期限・８月４日(木)
申込先/詳細・母子保健係　(24)０７７１
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お知らせ

催　し

内　容・ＵＶレジンを使い､ネックレス
　　　　やストラップなどを制作
と　き・７月13日(水)　10時～12時
受講料・無料 (材料費600円より)
定　員・４人(申込順)
会場/申込先/詳細・アトリエ法貴力次郎商店
(長都駅前4-15) 田中 090(7647)3832

レジンアクセサリー体験教室

　心の悩みや気持ちの迷いなどで悩ん
でいませんか。あなたの生き方を考え
るお手伝いをします(無料、秘密厳守)｡
受　付・毎週火･水曜日
　　　　(10時～12時､13時～15時)
　　　　第２･４木曜日
　　　　(18時30分～20時30分)
※年末年始と祝日は除く。
詳　細・家庭生活カウンセラークラブ
　　　　(27)２８８２

電話カウンセリング

新千歳空港空の日イベントのお知らせ

と　き・10月25日～28日(13時30分～)
ところ・札幌､苫小牧ほか
受験料・5,000円
申込期間・８月24日～９月２日
※平日の９時～11時30分､13時～15時30分｡
※試験用問題集･テキスト(有料)が
必要な方は､日本下水道協会総務課
03(6206)0251にお問い合わせください｡
申込先/詳細・水道局管路維持課 (23)1707

排水設備工事責任技術者試験

千歳高等支援学校即売会

内　容・生徒が日常の学習(作業学習)で作
　　　　製した木べらやメモ帳などの販売
と　き・７月12日(火)　10時～15時
ところ・総合福祉センター１階
　　　 　イオン千歳店２階
　　　　道の駅サーモンパーク千歳
詳　細・北海道千歳高等支援学校
　　　　(23)６６８１

自衛官募集説明会

日　程・７月12日(火)　９時～12時
　　　　ハローワーク千歳

和紙の絵　展示会

ちとせＩＴボランティアの会のお知らせ

【共通事項】
※パソコン､タブレットなど持ち込み｡
申込先/詳細・ちとせＩＴボランティアの会
090(7648)7250　FAX(22)7046
Ｅメール　info@chitoseitv.net

温水プールからのお知らせ

【共通事項】
会場/申込先/詳細・温水プール (49)7001
※７月20日～８月14日は､休館日なく
営業します。

●ベビー教室　特別編
対　象・６カ月～３歳までの子と親
と　き・７月16日(土)　11時～12時
受講料・1,000円(保険料別途400円)
定　員・15組(申込順)
申込期限・７月15日(金)
●半額開放日
と　き・７月17日(日)　10時～21時
※１回券購入の方(プリペイドカード購入可)｡
●温水プール｢温水夏まつり｣
と　き・７月24日(日)　10時～15時
※当日は､施設を無料開放(10時～21時)｡

スカイ･ビア＆ＹＯＳＡＫＯＩ祭

内　容・ＹＯＳＡＫＯＩソーランステージほか
と　き・７月16日(土)13時30分～20時
　　　　７月17日(日)11時～20時
　　　　７月18日(月･祝)11時～19時
ところ・市役所駐車場特設会場
◎前売り券の販売
販売金額・1,000円(海外旅行などが当
　　　　たるお楽しみ抽選券付き)
※市内飲食店(参加店)でも７月16日
～24日の期間使用可｡
販売場所・観光事業課､商工会議所､観
　　　　光物産サテライト｢ミル｣ほか
販売期限・７月15日(金)
◎市役所駐車場の利用規制について
期　間・①７月13日(水)18時～20日
　　　　②７月14日(木)18時～19日
　　　　③７月15日(金)18時～19日
詳　細・観光事業課　(24)０３６６

①
②

③ 市役所

総合福祉
センター

古事記に親しむ会

と　き・７月19日(火)　14時～16時
ところ・千歳神社社務所
参加料・300円
※申込不要(直接会場へお越しください)｡
詳　細・雅楽会 市川 090(8428)6755

と　き・７月14日～17日(10時～17時)
※14日は13時から、17日は16時まで｡
ところ・市民ギャラリー１階
詳　細・ひまわりの会　大野
　　　　(26)１８５５

　　　・７月12日､20日(16時～21時)
　　　　泉沢向陽台コミセン
　　　・７月12､19､26日(15時～19時)
　　　　ちとせモール（勇舞８丁目）
　　　・７月16､17､18､23､24､30､31日
　　　　(10時～17時)　自衛隊札幌
　　　　地方協力本部千歳地域事務所
詳　細・自衛隊札幌地方協力本部千歳
地域事務所　(23)２６４２

　フラダンスを通じて、産前産後の運動
不足や気分の落ち込みを解消しませんか？
対　象・妊娠中の方､子育て中の母と子
と　き・７月12､26日(10時15分～11時45分)
ところ・公民館
参加料・各日1,000円
※子(小学生以上)は､１人につき500円｡
定　員・各日15人(申込順)
申込方法・Ｅメールで申し込み
申込先/詳細・子育て支援サークル Malia
宇居　080(5584)6729　Eメール 
malia.for.mothers.and.babies@gmail.com

リラックス・フラ講座

内　容・航空自衛隊千歳基地と90年前
　　　　の着陸場跡見学ツアー
対　象・小学生以上(小学生は保護者同伴)
と　き・９月11日(日)８時～11時30分
参加料・無料　定員・60人(抽選)
申込方法・往復はがきに住所､参加者全員の氏名
　　　　　と年齢､電話番号を記入して申し込み
※はがき１枚で６人まで応募可｡
※他の｢空の日｣イベントは､別途お知らせ｡
申込期限・８月１日(月)必着
申込先・〒066-0012　美々　新千歳空港内国
内線旅客ターミナルビル３階(株)えんれいしゃ
詳　細・新千歳空港｢空の日｣部会事務局
(新千歳空港事務所総務課内) (23)4101

●パソコンひよこサロン(パソコン相談)
と　き・７月15､22､24､29､31日(13時～16時)
※７月24日(日)は､10時～13時｡
ところ・公民館
相談料・無料(申込不要)
●パソコン講習
①パソコン基礎講座｢エクセル2010基礎１｣
と　き ７月21日(木)　９時30分～12時
②パソコン基礎講座｢エクセル2010基礎２｣
と　き ７月26日(火)　９時30分～12時
③パソコン活用講座｢ワード･ステップアップ講座｣
と　き ７月23日(土)　13時30分～16時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)４階小会議室２
受講料・各1,000円(テキスト代)
定　員・各15人(申込順)
申込方法・講座名､住所､氏名､電話番号､
　　　　Ｅメールアドレスを明記しＦＡ
　　　　ＸかＥメール､電話で申し込み
申込期限・①７月19日(火)､②７月24日(日)､
　　　　③７月21日(木)
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●ちょこっとゴミ拾い ｢ちと５３｣
と　き・７月 23 日 ( 土 )　６時～７時
集合場所・ＪＲ千歳駅西口駅前広場
●ちょこっとランニング｢ちとＲＵＮ｣
と　き・７月 23 日 ( 土 )　９時～ 11 時
コース・千歳川沿いサイクリングロード
集合場所・道の駅サーモンパーク千歳

ちょこっと体験｢ちとちょこ｣(無料)

【共通事項】
申込方法･開催日まで電話かＥメールで申し込み
申込先/詳細・時田　090(5227)2595
Ｅメール　chitochoko@gmail.com

内　容・思春期の起立性調節障害
講　師・中本　哲(小児科主任医長)
と　き・７月23日(土)　13時～14時
ところ・市民病院２階講義室
詳　細・市民病院　地域医療連携課
　　　　(24)３０００　内線138

市民病院の市民健康講座(無料)

①自然ふれあい行事｢初めての釣り体験｣
と　き・７月17､31日(９時30分～12時)
参加料・無料　定員・10人(申込順)
②森と谷の探検ツアー｢モラップ･一の沢探検｣
対　象・中学生以上
と　き・７月23日(土)　９時～14時
参加料・3,000円　定員・10人(申込順)
③支笏湖こどもDay!!｢釣体験Day！｣
対　象・小学４～６年生
と　き・７月24日(日)　10時～15時
参加料・500円　定員・８人(申込順)

集合場所・①③支笏湖ビジターセンター
　　　　②モラップ･樽前荘前駐車場
※悪天候のときは中止。
申込先/詳細・自然公園財団支笏湖支部
　　　　 (25)２４５３

【共通事項】

自然公園財団からのお知らせ

内　容・生活習慣病の予防や健康的な
　　　　ダイエットについて
講　師・古泉　圭透　氏(古泉循環器
　　　　内科クリニック院長)
と　き・７月19日(火)18時～19時30分
ところ・総合福祉センター402号
受講料・無料　定員・50人(申込順)
申込方法・電話またはＦＡＸで申し込み
申込先/詳細・生涯学習課
(24)０８４８　FAX(27)３７７０

市民教養セミナー

内　容・熊本地震における自衛隊の
　　　　活動状況を紹介
と　き・７月19日～22日(９時～17時)
ところ・市役所１階市民ロビー、そなえーる
詳　細・危機管理課　(24)０１４７

自衛隊活動パネル展

内　容・北海盆踊り､音楽隊演奏､模擬売店など
と　き・７月21日(木)17時～20時30分
※雨天時は、22日(金)に順延。
ところ・北千歳駐屯地
詳　細・第１特科団第１科広報班　
　　　　(23)２１０６　内線226

北部隊夏まつり

グリーン･ツーリズム連絡
協議会からのお知らせ

●千歳産の野菜を使った料理教室
講　師・小林　純子　氏
　　　 (北海道フードマイスター)
と　き・７月21日(木)　10時～13時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)２階調理教室
受講料・1,000円　定員・20人(申込順)
申込期限・７月19日(火)
●千産千消マップツアー
内　容・農村地域めぐり､ブルーベリー･
　　　　とうもろこしの収穫体験など
と　き・８月６日(土)９時30分～14時30分
集合場所・市役所西口駐車場
参加料・2,000円　定員・30人(申込順)
申込期限・８月４日(木)

申込先/詳細・千歳市グリーン･ツーリズ
ム連絡協議会事務局(交流推進課内)
(24)0482 (平日の８時45分～17時15分)

【共通事項】

絵画サークル｢パレット展｣(無料)
と　き・７月21日～24日(10時～17時)
※21日は13時から、24日は16時まで｡
ところ・市民ギャラリー１階
詳　細・パレット　佐藤　(23)0293

内　容・幼稚園で楽しく遊ぶ
対　象・平成24年４月２日～平成26年
　　　　４月１日生まれの子と保護者
日　程・①７月22日(金)９時30分～11時
　　　　②７月23日(土)９時40分～11時
ところ・①第２メリー幼稚園(富丘４丁目)
　　　　②メリー幼稚園(末広５丁目)
詳　細・①第２メリー幼稚園 (23)5735
　　　　②メリー幼稚園  (23)3329

子育て支援メリーゴーランド(無料)

①縄文の旅
内　容・遺跡の発掘体験､縄文時代の
　　　　生活体験など（バスで移動）
対　象・小学３～６年生
と　き・７月26日(火)９時～16時30分
集合場所・総合福祉センター正面入口前
定　員・40人(申込順)
申込期間・７月11日～25日
②粘土で縄文土器をつくろう！
対　象・小学４年生以上
と　き・７月30日(土)　10時～15時
　　　　８月13日(土)　13時～15時
※１日だけの参加不可｡

埋蔵文化財センター体験学習会(無料)

ところ・①キウス周堤墓群ほか
　　　　②～④埋蔵文化財センター
申込先/詳細・埋蔵文化財センター
(長都42-1) (24)４２１０

【共通事項】

定　員・40人(申込順)
申込期間・７月11日～29日
③黒曜石で石器をつくろう！
対　象・小学４年生以上
と　き・８月６日(土)　10時～15時
定　員・30人(申込順)
申込期間・７月11日～８月５日
④滑石を磨いて勾玉をつくろう！
対　象・小学生以上
と　き・８月１､２､３､４､５､８､９､
　　　　10､14､15､16日(13時～15時)
※９月～平成29年３月は､毎月第２日
曜日(13時～15時)にも開催｡
定　員・各日25人(申込不要)

ＰＣさぽーとの会の講習会

ところ・東雲会館
申込先/詳細・PCさぽーとの会 Step One
080(4198)5365(平日の10時～17時)

【共通事項】

●はじめての絵手紙（全２回）
内　容・筆で絵手紙を描く
と　き・７月31日､８月７日(10時～12時)
受講料・1,000円
※小･中学生500円､未就学児無料｡
定　員・20人(申込順)
申込期限・７月22日(金)
●パソコン講習
①初級クラス２エクセル編(全10回)
と　き ８月18日～10月27日の木曜日
②中級クラス２エクセル編(全10回)
と　き ８月24日～10月26日の水曜日
③上級クラス（全16回）
と　き ８月23日～平成29年１月31日
対　象・ノートパソコンを持ち込める方
※貸出用のパソコンも若干あり(有料)｡
時　間・９時30分～11時30分
受講料・①9,620円(テキスト代含む)
　　　　②11,160円(テキスト代含む)
　　　　③16,000円
※初回時一括納入､資料代別途。
定　員・①②各12人(申込順)
　　　　③１人(申込順)
申込期限・８月12日(金)

真夏のママチ川
ＫＩＤ'Ｓ生き物観察と川遊び
内　容・水生昆虫や魚などの観察
対　象・小学生以上
　　　　(小学３年生以下は､保護者同伴)
と　き・７月30日(土)　９時～14時
集合場所・市役所西口駐車場（バスで移動）
参加料・300円　定員・20人(申込順)
申込開始・７月11日(月)　８時45分～
申込先/詳細・環境課　(24)０５９７
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【詳細】

催　し

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
販

売
サ
イ
ト
で
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が

割
引
価
格
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

お
試
し
で
１
回
だ
け
注
文
し
た

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
何
回
か
続

け
て
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
販

売
は
、
事
業
者
が
契
約
内
容
を

分
か
り
や
す
く
表
示
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、「
定
期
購

入
の
申
し
込
み
」
に
な
る
こ
と

が
契
約
内
容
で
明
示
さ
れ
て
い

る
と
き
は
、
そ
の
内
容
に
従
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

商
品
を
購
入
す
る
と
き
は
、

代
金
の
総
額
や
返
金
ル
ー
ル
な

ど
契
約
内
容
を
良
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

特
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は

パ
ソ
コ
ン
に
比
べ
、
画
面
が
小

さ
い
の
で
、
よ
り
慎
重
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

テニス協会からのお知らせ

●ナイター教室(全５回)
と　き・８月22､23､24､25､26日
　　　　(19時～20時30分)
ところ・青葉公園テニスコート
受講料・2,000円(会員は無料)
申込先/詳細・千歳テニス協会　日原　
　　　    (０９０(3112)２３３２

内　容・絵本の読み聞かせ､歌など親
　　　　子で楽しめる講演会
と　き・７月30日(土)10時～11時30分
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)４階大会議室
受講料・無料　定員・60人(申込順)
※３歳以下の保育あり(10人、要事前申し込み)｡
申込先/詳細・ちとせぶっくぼらんてぃあ
松隈　(０９０(3893)２６６０

市提案型事業
｢図書ボランティア講座｣

千歳写友会写真展

障がい福祉就労事業所合同説明会
内　容・障がい福祉就労事業所と連携
　　　　する各機関との合同説明会
対　象・障がいのある方やその家族など
と　き・８月３日(水)13時～17時30分
ところ・中心街コミセン
参加料・無料　
詳　細・就労推進室やませみ ((25)3990

内　容・自転車無料抽選会､使用済小
　　　　型家電および古衣料回収(粗
　　　　品進呈)､愛キャップコーナー
と　き・８月６日(土) 10時～14時
ところ・グリーンベルト
　　　　(おまつり広場･つどいの広場)
詳　細・ちとせ環境と緑の財団
　　　　((26)１２１３

リサイクルフェスティバル

東千歳駐屯地盆踊り大会
内　容・子ども盆踊り､阿波踊り､機甲
　　　　太鼓､打ち上げ花火ほか
と　き・８月３日(水)17時～20時30分
※雨天時は､４日(木)に順延｡
ところ・東千歳駐屯地(無料送迎バス運行)
詳　細・東千歳駐屯地業務隊厚生科
　　　　((23)5131　内線3405

と　き・８月18日～11月14日　月､木
　　　　(18時～21時)
※９月19日､10月10日は祝日のため翌
日(火曜日)に実施(全25回)｡
ところ・千歳地方職業技術専門校
　　　　(真々地２丁目４-８)
受講料・12,000円(検定料別途2,570円)
検定日・11月20日(日)
申込期限・７月31日(日)
申込先/詳細・ちとせ販売士会　中村
　　　　  (０９０(3776)１７５１

日商簿記３級講習会

対　象・平成25年８月～平成26年８月に赤十
　　　　字救急法救急員資格を取得した方
と　き・８月20日(土)13時～17時30分
ところ・総合福祉センター402号
受講料・1,000円(当日納入)

赤十字救急法救急員資格継続研修会

●セミナー「ちとせの歴史編」
内　容・先人が築いてきた足跡と｢ちと
　　　　せ｣の街の移り変わりを紹介
と　き・８月24日(水)10時～11時30分
●セミナー「自然環境編」
内　容・内別川流域の動植物や内別川
　　　　の様子を紹介
と　き・８月31日(水)10時～11時30分

受講料・無料　定員・各30人(申込順)
申込開始・７月20日(水)
会場/申込先/詳細・公民館　((23)2740 

【共通事項】

公民館からのお知らせ

内　容・親子交流や調理実習などを通し
　　　　て子育ての知識を学ぶ(全８回)
対　象・平成28年８月31日時点で１
　　　　歳以上の子を持つ母
と　き・８月31日､９月７､14､28日､10
　　　　月５､13､21､25日(10時～12時)
※９月14日(水)はバス遠足のため10時～13時｡
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)ほか
受講料・4,000円(初回納入)
定　員・20人(抽選)
※抽選では初めての方を優先します｡
※別室で託児あり｡
申込期間・７月28日～８月３日　
　　　　(平日の８時45分～17時15分)
申込先/詳細・生涯学習課　((24)0848

秋のママさん教室

夏休み親子工作教室
内　容・椅子、ＤＶＤラックの作成
対　象・小学３～６年生とその保護者
と　き・７月30日(土)　10時～15時
参加料・子ども１人1,500円(申込時納入)
定　員・15組(申込順)
申込方法・電話の上､来校して申し込み
申込期間・７月11日～29日(平日９時～17時)
会場/申込先/詳細・千歳市技能士会
(千歳職業技術専門校内　真々地２丁
目４-８)　((22)２９６９

内　容・日中食文化の歴史､交流､特
　　　　長､異同について
と　き・７月30日(土)14時30分～16時30分
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)３階中会議室２
受講料・無料　定員・40人(申込順)
申込方法・７月22日(金)までに電話ま
　　　　たはＦＡＸ､Ｅメール､ホー
　　　　ムページで申し込み
申込先/詳細・千歳科学技術大学 教育連携･
研究支援課　((27)6044　FAX(27)6007
Ｅメール　renkei@photon.chitose.ac.jp
ホームページ http://www.chitose.ac.jp

科学技術大学の公開講座

定　員・30人(申込順)
申込方法・８月12日(金)までに電話ま
　　　　たは事務局で直接申し込み
申込先/詳細・日赤千歳市地区事務局
(千歳市社会福祉協議会内)　((27)2525

と　き・８月１日～12日
　　　　(平日の９時～17時)
ところ・市役所１階市民ロビー
詳　細・千歳写友会 佐々木 ((28)4471



まちの｢お知らせ・催し・募集｣の掲載原稿は、発行月の前月10日までに
ＦＡＸ､Ｅメール、郵送、持参のいずれかで広報広聴課にお送りください｡
ＦＡＸ(22)8852、Ｅメール kohokocho@city.chitose.hokkaido.jp
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図書館ガイド
《休館日》
第３月曜日

《開館時間》
10時～19時

募　集

　　■児童館からのおしらせ
と　き 行事名 児童館名 連絡先

７月11日(月) 10 時 30 分～ ふれあい遊び しゅくばい (27)3126
７月15日(金) 10 時 30 分～ 感触あそび～小麦粉粘土であそぼう～ せいりゅう (22)2560
７月19日～22日 10 時 30 分～ 水遊び週間 いずみさわ (28)6110
７月25日(月) 10 時 30 分～ 人形劇団｢ピッコロ｣公演 しなの (22)2977

７月27日(水) 10 時 30 分～ ズンバキッズジュニア
ところ・花園コミセン(要事前申込) ちとせっこ (42)5551

８月４日(木) 10 時 30 分～ ズンバキッズジュニア
ところ・鉄東コミセン(要事前申込) ひので (24)3163

( 詳細は ､各児童館にお問い合わせください )

●トランポリン教室
対　象・市内に居住する小学３年生
と　き・９月６､８､13､15､20､23､27､29日
　　　　(18時15分～20時15分)
ところ・ダイナックスアリーナ
受講料・1,100円(申込時納入)
定　員・32人(抽選)
申込方法・８月２日(火)18時～18時20分
　　　　にダイナックスアリーナ会議
　　　　室で受付(電話受付不可)

申込先/詳細・千歳市体育協会振興課(ダイ
ナックスアリーナ/スポーツセンター内)
 (22)4150(日･月･祝日を除く９時～17時)

【共通事項】

体育協会からのお知らせ

｢えほんの森｣ガイドボランティア募集中！
　子どもたちと一緒に絵本を探した
り､読み聞かせなど行います。
活動日・第１､２､４月･金(11時～12時)
　　　　第１､２､４火･木(15時～16時)
※祝日を除く。
申込先/詳細・千歳市立図書館 (26)2131

と　き・９月９日(金)　９時～
ところ・向陽台つばさ公園
参加料・1,000円(申込時納入)
定　員・50人(申込順)
申込期間・７月15日～31日
申込先/詳細・千歳市町内会連合会
(タウンプラザ３階)　(27)３７５０

パークゴルフ大会

●花と緑いっぱい写真コンテスト作品募集
募集内容・市内の公園などで撮影した
　　　　花や樹木の写真(Ａ４サイズ)
※応募は１人２点まで､加工･修正写真は不可｡
応募期間・７月11日～９月９日
※10月～11月頃､市内公共施設に入
選作品を展示します｡
●水と緑の絵コンクール作品募集
募集内容・自然環境をテーマに水彩絵
　　　　の具で描いた写生画(文字の
　　　　入っていない作品)
※画用紙四つ切サイズ(38㎝×54㎝)｡
対　象・小学４～６年生
応募期間・７月11日～９月23日
●親子で巨木をめぐるウォークラリー
対　象・親子(または引率者同伴)
と　き・８月31日(水)までの平日９時
　　　　～17時(財団事務所で受付)
ところ・青葉公園内(約2.5㎞のコース)
●花めぐり見学会
内　容・バスに乗って花壇などを巡る
と　き・８月９日(火) ①９時～12時
　　　　②13時30分～16時30分
集合場所・市役所西口駐車場
定　員・①②各30人(申込順)
申込期間・７月11日～29日
●鉢物･庭木譲ります

樹種 樹高 鉢数
アカエゾマツ他(盆栽) 0.3～0.6ｍ 14鉢
サンスベリア 1.1ｍ １鉢
オンコ 1.0～1.6ｍ ７本

参加料・無料　
申込先/詳細・ちとせ環境と緑の財団
　　　　　(22)１１１７

【共通事項】

対　象・小学生以上
と　き・８月27日(土)　14時～16時
      　(体験会は12時～)
ところ・キリンビールスナッグゴルフ
　　　　コース(キリンビール野球場奥)
参加料・500円(当日納入)
定　員・36人(申込順)
申込方法・８月１日～13日までに電話
　　　　またはＥメールで申し込み
申込先/詳細・千歳スナッグゴルフ協会
三上　０９０(2694)８９１７　
Eメール xr250r.nishio@outlook.jp

市民スナッグゴルフ大会･体験会

日　程・９月３日(土)　13時～15時
　　　　記念講演｢ろう弁護士として
　　　　生きて｣　講師　田門　浩　氏
　　　・９月４日(日)　10時～12時
　　　　福祉セミナー､手話セミナー
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)大ホールほか
参加料・3,000円(申込時納入)
申込先/詳細・全道ろうあ者大会実行委員
会大会事務局　(23)２９８０

全道ろうあ者大会

ノルディックウォーキングポール
の無料貸し出し実施中

貸出期間・降雪時まで（１日単位）

内　容・理容院やクリーニング店での職
　　　　場体験､商店街に設置するクイ
　　　　ズに答えるスタンプラリーなど
※千歳の特産品などを提供します｡
対　象・市内に居住または勤務する親子
※２人１組(子どもは小学生以下)｡
と　き・７月30日(土)　10時～15時
参加料・１組500円　定員・30組(申込順)
申込方法・７月19日(火)までにＥメール
　　　　またはFAX､電話で申し込み
申込先/詳細・商業労働課　(24)0598
FAX(22)8854　Eメール shogyorodo@
city.chitose.hokkaido.jp

商店街探検ツアー参加者募集

内　容・中途失聴者のコミュニケー
　　　　ション手段となる要約筆記
　　　　者(①手書きの部､②パソコ
　　　　ンの部）の養成
と　き・９月17､18日､10月22､23日､11月26､
　　　　27日､12月17日(10時～17時15分)
※９月17日(土)は､９時30分から｡
ところ・道民活動センターかでる２.７
　　　　(札幌市中央区北２西７)
受講料・①②各4,500円(テキスト代)
定　員・①②各20人(申込順)
申込期限・８月10日(水)
申込先/詳細・北海道身体障害者福祉協会
　　　　　０１１(251)１５５１

要約筆記者養成講座(前期)

内　容・相手の話に耳と心を傾けて聴
　　　　く傾聴のボランティア養成
と　き・７月19､26日､８月２､４日
　　　　(13時30分～16時30分)
ところ・社会福祉協議会
受講料・無料　定員・30人(申込順)
申込先/詳細・介護予防センター (23)0012

傾聴ボランティア養成講座 ●ノルディックウォーキング講習会
対　象・市内に居住する方
開催期間・11月中旬まで
※開催希望日をお知らせください。
ところ・青葉公園ほか
受講料・無料

※行事は全て ､１時間程度で終了します ｡

ちとせ環境と緑の財団
からのお知らせ
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千
歳
を
「
科
学
の
ま
ち
」
と

誇
れ
る
よ
う
に
し
た
い

【はせがわ　まこと　さん】　 52 歳　 末広

●千歳科学技術大学教授
　青少年のための科学の祭典千歳大会実行委員長

　今年の科学の祭典は、11 月６日（日）に北ガ
ス文化ホール（市民文化センター）で開催します。

千
歳
は
『
科
学
の
ま
ち
』。
そ
う
誇
れ
る

ま
ち
に
し
た
い
」
と
話
す
の
は
、
科

学
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
千
歳
科
学

技
術
大
学
教
授
の
長
谷
川
さ
ん
。

　

万
華
鏡
や
入
浴
剤
作
り
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル

ー
ツ
や
リ
ン
ゴ
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
鳴
ら
す

実
験
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
や
飛
行
機
の
フ
ラ

イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
体
験
な
ど
30
以

上
の
ブ
ー
ス
が
出
展
す
る
「
青
少
年
の
た
め

の
科
学
の
祭
典
千
歳
大
会
」。
毎
年
、
多
く

の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
こ
の
大
会
の
実
行

委
員
長
を
務
め
て
い
る
。

　
「
今
年
で
11
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
よ
く
続
い
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
実

は
、
５
回
目
く
ら
い
の
と
き
に
、
毎
年
同
じ

よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
「
千
歳
に
は
、
多
く
の
企
業
が
立
地
し
、
市

民
活
動
団
体
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
企
業
や
団
体
が
あ
る
の
か
知
ら
な

い
方
が
大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。
千
歳
の
企

業
は
こ
の
よ
う
な
製
品
を
造
り
、
ま
た
、
団

体
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
と
市
民

の
皆
さ
ん
が
知
る
良
い
機
会
に
な
る
よ
う
地

元
企
業
・
市
民
活
動
団
体
に
も
出
展
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」
と
今
は
、
千
歳
な
ら
で
は
の

祭
典
に
な
っ
て
い
る
。

　
「『
科
学
』
と
い
う
と
、
も
の
す
ご
く
立
派

な
実
験
を
す
る
も
の
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
身
近
な
こ
と
を
題
材
に
し
た
気

軽
な
内
容
の
方
が
面
白
く
、
興
味
を
引
き

や
す
い
も
の
で
す
。
普
段
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
企
業
の
仕
事
や
団
体

の
活
動
は
、
知
ら
な
い
方
に
と
っ
て
興
味

の
あ
る
も
の
か
も
し
れ
な
く
、
会
場
に
訪

れ
た
方
の
新
た
な
興
味
・
関
心
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　

ま
た
、
長
谷
川
さ
ん
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
理
科
や
科
学
技
術
の
世
界
の
面
白
さ
を

伝
え
る
た
め
、
学
生
40
人
ほ
ど
で
構
成
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
理
科
工
房
」

の
顧
問
を
10
年
以
上
務
め
て
い
る
。

　

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
レ
ク
や
児
童
館

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
「
理
科
の
実
験
や
工

作
体
験
を
し
た
い
」
と
の
声
に
応
え
、
年

間
90
回
ほ
ど
活
動
し
て
い
る
。

　
「
理
科
の
楽
し
さ
、
科
学
技
術
の
素
晴
ら
し

さ
な
ど
を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
一
方
で
、
学
生

は
、
子
ど
も
や
他
の
団
体
の
方
と
関
わ
る
こ

と
が
で
き
、
良
い
社
会
勉
強
に
な
っ
て
い
ま

す
。
学
生
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
育
て
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
る
。

　
「
好
奇
心
や
関
心
を
持
つ
方
で
あ
ふ
れ
て

い
る
ま
ち
は
、と
て
も
素
敵
で
す
。
理
科
は
、

実
験
を
通
じ
て
目
の
前
で
反
応
が
現
れ
る
の

で
、『
あ
れ
？
ど
う
し
て
？
す
ご
い
！
』
と

興
味
・
関
心
を
持
ち
や
す
い
分
野
で
す
が
、

『
科
学
＝
理
科
』
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
が
知
り
た
い
こ
と
、例
え
ば
、

千
歳
の
歴
史
や
地
理
に
つ
い
て
興
味
が
あ
れ

ば
、
と
こ
と
ん
調
べ
て
み
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
好
奇
心
を

く
す
ぐ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
こ

れ
か
ら
も
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
長
谷
川

さ
ん
は
力
強
く
話
し
て
く
れ
た
。

長谷川 誠
「



人
の

う
ご
き

《総人口》

96,083 人 ( － 161)

男性　48,736 人 ( － 178)

女性　47,347 人 ( ＋ 17)

《世帯》47,737 世帯 (－ 160)

(  )内は、前月との

比較です。

7 ● 1
現在

　

昭
和
45
年
に
設
立
し
た
「
青
葉

６
丁
目
町
内
会
」
は
、
青
葉
６
丁

目
と
日
の
出
１
丁
目
の
一
部
を
区

域
と
し
、
現
在
は
、
114
世
帯
が
加

入
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
ほ

か
、
隣
接
す
る
青
葉
丘
町
内
会
、
日

の
出
東
町
内
会
と
合
同
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
、
町
内
会
の
垣
根

を
越
え
た
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
夏
祭
り
は
、
町
内
会
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
盆
踊
り
に
カ

ラ
オ
ケ
、
子
ど
も
縁
日
の
ほ
か
、
お

菓
子
や
日
用
品
な
ど
が
当
た
る
福

引
を
行
い
ま
す
。

　

９
月
は
、樽
で
手
作
り
し
た
「
子

ど
も
樽
み
こ
し
」
を
担
ぎ
、
ワ
ッ

シ
ョ
イ
の
掛
け
声
の
も
と
、
町
内

の
隅
々
ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。

　

12
月
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
お
宅
を
訪
問
し
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
す
。

昨
年
は
、
シ
ク
ラ
メ
ン
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
、
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

２
月
は
、
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
マ
ス
タ
ー

リ
ー
ダ
ー
会
に
よ
る
指
導
の
も
と

町
内
会
自
主
防
災
組
織
を
含
む
防

災
教
室
を
行
う
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
で
老
人
ク
ラ
ブ
「
き
ら
く
会
」
の

方
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
、
町
内
会

の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

最
近
は
、
町
内
に
若
い
世
代
や
子

ど
も
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い

る
の
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま

で
、
三
世
代
が
互
い
に
協
力
で
き
る

町
内
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
三
世
代
で
創
る
、
継
続
す
る
町

内
会
」
を
目
指
し
て

　毎月、市民カレンダーは１
日まで、広報ちとせは 10 日ま
でに、町内会・自治会の加入
にかかわらず、全ての世帯に
配布しています。カレンダー
や広報が届かないときは、広
報広聴課までご連絡ください。

「広報ちとせ ｣からのお願い

青葉６丁目町内会
会長　青木　昭弘さん

21 広報ちとせ 平成 28(2016) 年７月号

「ささやかな策略」　No.184

青
葉
６
丁
目
町
内
会

お
問
い
合
わ
せ
先 
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６
６
５
２

☆★☆ 今月は「青葉６丁目町内会」を紹介します。 ☆★☆

　 　 　 　 うちの町内会
　　　　うちの先生

紹介
します

広報広聴課 

№ 28

先生は、
こんな先生です！

作文を書いてくれた

馬
ば ば

場　唯
ゆ い か

花  
さん

桜木小５年２組

稲
い な が き

垣　人
ひ と き

紀



No.1036

　 今月の表紙
　「名水ふれあい公園」は､

「ナイベツ川湧水」が環境

庁(現､環境省）の名水百選

に選ばれたことを記念して､

平成元年に造成されました｡

　開園期間中(4/26～11/15)

は､大勢の家族連れで賑わっ

ています｡

▼

広
報
ち
と
せ
（
第
１
０
３
６
号
）
平
成
28
年
７
月
10
日
発
行

■
発
行
・
編
集
／
千
歳
市
企
画
部
広
報
広
聴
課

〒
066-
8686  

千
歳
市
東
雲
町
２
丁
目　

（　

(24)
０
１
０
４　

FAX　

８
８
５
２
）

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://www.city.chitose.hokkaido.jp/

■
印　

刷
／
千
歳
印
刷
株
式
会
社



(22)

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

　

３
９
２
１
ま
で
。

(27)

６月19日「蘭越浄水場　名水
ふれあい公園」で撮影

4

5

2

Photo M
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ory
-2016  July-
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1

■
夏
休
み
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
今
で
も
夏
休
み
と
聞
く

と
、
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す

が
、
子
ど
も
の
頃
な
ん
か
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
時

間
と
い
う
の
は
、
早
く
終
わ
っ
て

し
ま
う
も
の
で
す
ね
。
７
月
号
の

「
広
報
ち
と
せ
」
も
、
あ
っ
と
い

う
間
？
に
完
成
し
ま
し
た
。

■
「
支
笏
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
釣
り
解

禁
日
」
。
こ
の
日
は
、
恒
例
、
船

上
か
ら
の
取
材
で
し
た
。
抜
け
る

よ
う
な
青
空
、
穏
や
か
な
風
、
い

ざ
出
航
…
と
は
い
か
ず
、
あ
い
に

く
雨
交
じ
り
の
天
候
で
し
た
が
、

50
匹
ほ
ど
釣
り
上
げ
た
方
、
40
㎝

ほ
ど
の
ヒ
メ
マ
ス
を
釣
っ
た
方
な

ど
、
多
く
の
方
が
釣
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

1
　
　

６
月
１
日
。
支
笏
湖
の
名
物
、

ヒ
メ
マ
ス
釣
り
が
解
禁
に
な
り
ま

し
た
。
例
年
、
６
月
１
日
か
ら
８

月
31
日
ま
で
の
３
カ
月
間
、
釣
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

年
も
、
大
勢
の
釣
り
人
が
船
を
出

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
　

６
月
１
日
。
７
月
30
日
か
ら

岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
「
全

国
空
手
道
選
手
権
大
会
」
に
出
場

が
決
ま
っ
た
小
学
生
３
人
、
高
校

生
１
人
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

４
人
は
、
全
力
を
出
し
て
優
勝
を

狙
い
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

６
月
５
日
。
第
36
回
千
歳
Ｊ

Ａ
Ｌ
国
際
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
42
・
195
㎞
や

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に
参
加
し
た

１
万
１
９
６
人
の
ラ
ン
ナ
ー
は
、
緑

で
い
っ
ぱ
い
の
青
葉
公
園
や
支
笏
湖

林
道
な
ど
の
コ
ー
ス
を
気
持
ち
よ
く

駆
け
抜
け
て
行
き
ま
し
た
。

　
　

６
月
９
日
。
市
と
姉
妹
都
市

の
ア
ン
カ
レ
ジ
市
の
サ
ン
ド
レ
イ

ク
小
か
ら
、
姉
妹
校
の
千
歳
小
と

交
流
事
業
の
た
め
生
徒
・
教
員
・

保
護
者
の
一
行
45
人
が
来
千
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
市
役
所
を
訪
れ
、

日
本
語
で
自
己
紹
介
や
交
流
事
業

へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

６
月
19
日
。
手
軽
に
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
健
康
づ
く
り
の

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
「
第
25
回

水
と
緑
を
歩
こ
う
会
」
が
青
葉
公

園
な
ど
を
コ
ー
ス
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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